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～要援護者支援のための防災訓練～体験型防災訓練

実践報告

（１）研究主題

特別支援学校として、支援を必要とする子どもたちへの相談やＰＴＡ共催の交流活動を

通して地域支援事業を展開し、地域センター的な機能を発揮している。

平成２０年度は 地域との合同開催による要援護者災害活動対策研究事業を実施し 住、 、「

みよい安心な地域づくり」に向けた研究に取り組む。

（２）研究概要

本校は神奈川県の西域に位置し、周辺地域は川や畑等の自然に恵まれており、近隣の方

々は古くから居住して農業や酪農を営む家が多い。地域の連携は強く、地区連合の運動会

等は戦後から続いているという状況もある。また、卒業生の進路先となる作業所や施設等

も比較的多く、本校を会場とした交流行事には３００名以上の来校者が集まり、特別支援

学校への関心も高い。

こうした地域の特性を活かして 「住みよい安心な地域づくり」に向けた要援護者災害、

、 、 、 、活動対策研究に取り組み 県西地域地震対策強化地区として 乳幼児や高齢者 障害者等

、 。支援を必要とする方々へのボランティア体制や地域協力 協働のあり方を探っていきたい

なお、本研究はＰＴＡと地域関係者、行政、専門家が連携をとり小委員会等を設置して

年間を通した計画を作成すること、講習会等を通して災害に対する知識と共通認識を図っ

た上で、体験型の災害対策活動を実施すること等を研究の柱としたい。

（３）取り組みの趣旨

平成１９年７月の「中越沖地震」や今年の６月の「岩手・宮城内陸地震」では、多くの

人々が避難生活を余儀なくされた。避難者の中には障害児・者や高齢者をはじめとする要

援護者の方々が多く、これまでの「阪神・淡路大震災」においても、要援護者の方々に対

する災害時の支援のあり方が大きな課題であると指摘されている。

そこで、いざ大地震に遭遇した時に「自分たちに何ができるか」また 「日頃から何を、

準備しておくとよいか」を考えるとともに、特別支援学校である本校の特性を活かし、要

援護者への支援にむけてどのような取り組みができるかを、体験型防災訓練全４回の体験

を通して探っていきたい。

（４）研修会日程と内容

①「第１回 地域・ＰＴＡ・職員合同防災研修会」

日時 平成２０年７月３１日（木）９：３０～１１：００ （９０分）

内容 講演 演題「震災に備えて自分で・自宅で・地域で・学校でできること」

講師 平塚市防災危機管理課所員
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②「職員の防災訓練シミュレーション（休業日の震災を想定して 」）

日時 平成２０年８月７日（木）９：００～１１：３０

内容 休業日の大規模震災を想定し、学校に集まった職員で対応を考え行動する。

③「第２回 地域・ＰＴＡ・職員合同防災研修会」

日時 平成２０年８月２８日（木） １３：３０～１５：００ （９０分）

内容 講演 演題「中越地震に学ぶ～その時、あなたならどうしますか？～」

講師 桑原 昭氏（新潟県川口町立川口小学校元校長）

④「体験型防災訓練～要援護者支援のための防災訓練～」

日時 平成２０年１０月３日（金） ９：３０～１２：１５

目的 授業中の大規模震災を想定し、本校の児童生徒及び学校周辺地域の障害児・者

及び要援護者に対する様々な支援活動の可能性を探る。

対象 本校児童生徒、保護者、職員、地域の高齢者・障害児者・住民、ボランティア

内容・地震発生で本校を本校児童生徒・地域住民・要援護者の避難場所と想定。

・本校児童生徒避難後、本部を設置し職員・ボランティアで活動開始 （８班）。

・体育館にて避難所設営・仮説トイレ設置・水運搬訓練・防災備蓄食品試食

・防災体験コーナー（起震車・足湯・救命救急講習体験・担架搬送体験等）
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資 料 １

平成 年７月 日20 15
保護者の皆様

神奈川県立湘南養護学校長

体験型防災訓練の実施についてのお願い

盛夏の候、地域の皆様にはますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

本校の教育につきまして、日ごろの格別のご支援・ご協力をいただき厚くお礼申し上げ

ます。

さて、平成 年７月の「中越沖地震」や今年６月の「岩手・宮城内陸地震」では、多19
くの人々が避難生活を余儀なくされました。テレビ報道等でご承知かと思いますが、避難

者の中には多くの高齢者をはじめとする要援護者（障害のある方や要介護者）の方々がお

られ、これまでの「阪神・淡路大震災」においても、要援護者の方々に対する災害時の支

援のあり方が大きな課題であると指摘をされています。

そこで、本校では障害児教育の専門性を活かし、大規模震災等の災害時に学校周辺地域

の障害児・者及び要援護者に対する様々な支援活動の可能性を探りたいと考えて 月に10
体験型防災訓練を実施することにいたしました。

今年度は、その活動の一端として裏面のような取り組みを予定しています。保護者の皆

様との協力関係の強化や協働による地域活動の実践が必須です。皆様にも是非、各研修会

や訓練に参加していただき、いざ大地震に遭遇した時に何ができるかを考えていく機会と

していただければと思います。ご理解とご協力を、よろしくお願い申し上げます。
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～要援護者支援のための防災訓練～

第１回 地域・ＰＴＡ・職員合同防災研修会

●日時：平成２０年７月３１日（木） 午前９時３０分～１１時（９０分）

●場所：湘南養護学校 食堂

●内容：講演・実演「震災に備えて自分で・自宅で・地域で・学校でできること」

講師 平塚市防災危機管理課 職員

（休業日の震災を想定して）第２回 職員の防災訓練シミュレーション
●日時：平成２０年８月７日（木）９：００～１１：３０

●場所：湘南養護学校 食堂

、 。●内容：休業日の大規模震災を想定し 学校に集まった職員で対応を考え行動する

第３回 地域・ＰＴＡ・職員合同防災研修会

●日時：平成２０年８月２８日（木） 午後１時３０分～３時（９０分）

●場所：湘南養護学校 食堂

●内容：講演「中越地震に学ぶ～その時、あなたならどうしますか？」

講師 桑原 昭 氏（元 新潟県川口町立川口小学校長）

第４回 体験型防災訓練 ～要援護者支援のための防災訓練～

●日時：平成２０年１０月３日（金） 午前９時３０分～１２時１５分

●場所：湘南養護学校 体育館等

●内容：○授業中の大規模震災を想定し、本校体育館を本校児童生徒・地域住民

要援護者の避難場所とする。

○体育館にて避難所設営・仮設トイレ設置

○防災体験コーナー（起震車・足湯・救命救急講習体験・担架搬送体験

防災備蓄食品試食等）
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平成20年７月31日

第一回 地域・PTA・職員合同防災研修会 開催要項

県立湘南養護学校

１．日時 平成２０年７月３１日（木） ９：３０～１１：００

２．目的 いざ大地震に遭遇したときに、自分で・家庭で・地域でまた

学校として何ができるか、また、日ごろから何を備えておくと

よいかを考える機会とする。

３．場所 湘南養護学校 食堂

４．次第

9:30 ・あいさつ（校長）

・講演、ビデオ視聴

演題 「地震に備えて自分で・家庭で

地域で・学校でできること」

講師 平塚市防災危機管理部 防災危機管理課 防災担当

尾﨑 秀明 氏

高梨 洋 氏

・質疑応答

・お礼の言葉（副校長）

11:30 ・終了

・アンケート記入
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第一回 地域・ＰＴＡ・職員合同防災研修会 報告

20 31Ｈ ・７・

テーマ： 震災に備えて自分で・家庭で・地域で・学校でできること」「

講 師：平塚市防災危機管理課 尾﨑 秀明・高梨 洋

時 間：９時３０分～１１時００分 場 所：食堂

対象者：地域 ２名・ＰＴＡ ８名・学校職員 ５６名

内 容：

３０分１．阪神大震災ビデオ

・震度７という数字は、阪神大震災以降に設定された。

・被災者救援の体制が整うのに７２時間（３日間）はかかる。３日間は自力でしのげるよ

う日頃からの準備が必要。

、 、 。・震災後 学校に避難する場合は 基本的には危険判定員の判定を受けてから建物に入る

避難場所になっている学校は数少ない判定員は優先して回るが、その他の場所は待ち時

間がかかる。そのため状況によっては目視判定のみで建物に避難している現状がある。

・阪神大震災では、地域住民が震災に対する知識が不足しており、震災後、火も消さずブ

レーカーも落とさず避難してしまった。→火災拡大の原因に

・平塚市は珍しく震災が長い期間起こっていない。しかし、いざ起きる場合は大きいもの

であると思っていた方がよい。必ず震災はくると思っていて欲しい。是非準備を。

※東海地震（１５０年周期 、神奈川県西部地震（７０年周期 、東南海地震（２０年） ）

周期）があるが、現在これらの地震はすでに周期を過ぎている。

２．震災にあった時どうするか

①身を守る

②火を消す…大声を出す。個人で消せるレベルかを判断する。

③家族の安否を確認する。…名前を呼び合う。高齢者は笛を枕元に置いておくとよい。

。（ 。）※大きい声を出すことが重要 阪神大震災でリーダーになったのは声の大きな人だった

自助…自分で自分を守るのが基本。

。 （ ）①家をつぶさない…耐震診断を受ける 平塚市建築指導課へ依頼 費用３万 ２万市補助

特に５７年以前建築物は必要（Ｓ５７年６月建築基準法改訂しこれま

での美観よりも耐震を重視へ。窓枠小さく、柱太く）

②家の中の安全地帯…・家具の転倒防止、ガラス飛散防止等を行った安全な部屋を一部屋

作る。

・台所の食器棚の工夫、タンスの天井までの空間に空の段ボール箱

を入ておくだけでも倒れにくくなる。

・寝室は厚手のカーテンを引いて寝る。

③備蓄品…・水 １日一人３㍑×３日分と言われているが、家族分を持ち出そうとすれ

ば重くて運び難い。

→まずは気持ちを落ち着かせるための５００㍉㍑のペットボトルがあ

ればよい。後は危険がなければ取りに行く。

・食糧 ３日分準備と言われているが
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→まずは火を通さなくてもよいカンパンを一日分準備

・その他 ３日分の薬、高齢者は入れ歯・老眼鏡、電灯

・備えておく場所は、取り出しやすい所に。例 枕元や出口に近い所。

○平塚市の震災時の食糧に関するシステム

・３日間は自分でを基本としながらも、震災当日は市内に分散備蓄している食

糧を拠出。

・２目にはパンが避難所に届くシステムとなっている。

④家族で防災会議

、 （ ）・日頃の備え 災害時の行動 例 高齢者がいれば誰が高齢者を連れて行くか

避難場所の確認（具体的に集まる場所を確認しておく 例 ○○学校のブ

ランコで落ち合う）

学校に期待すること

・必要物品や食糧の備蓄

・自校にあった防災計画を作成（誰が何をするかが分かるように）

避難所

・トイレが一番困る。特に簡易トイレは痴漢が横行し、女性はトイレに行くの

を我慢してしまい体調を崩すことがあった。

→平塚市の避難所の耐震基準はクリアーしているので、建物の倒壊はないとす

れば、トイレの水は流れなくとも便袋（２０枚 ３０００円）をトイレに持

って入り用を足す。便袋が無い場合は、スーパーの袋やゴミ袋を使用する。

・避難所に限らず、避難をしている地域中心に窃盗集団が現れる。

アンケート結果

とても思う…４ 思う…３ 少し思う…２ あまり思わない…１

（１）本日の講演内容を聞かれ、防災意識はこれまで以上に高まりましたか？

（２）今回のような防災研修は、今後も必要と思われますか？

（３）今後、防災意識を高めるために、研修に取り入れた方がよいと思われる内容はござ

いますか？

〈 地域・学校関係・ＰＴＡ 〉43/66
４ ３ ２ １

１ ３１ １１ １ ０（ ）

２ ２９ １３ １ ０（ ）

・日頃防災についてだいたい理解しているつもりでも、忘れていることや、新し

い知識が入り、何度もこういう場に参加することが大切だと思った。

・養護学校は災害時には障害児者の避難場所として対応をしてくださると聞いた

ことがある。周囲への気遣いや本人が通い慣れていて安心できる場所としてそ

うしてもらえると有り難い。

３ ・具体的な話が聞けてよかった。今後も、そうした過去の経験からの生の話を聞（ ）

けると、どのように備えるか考えるのに役立つと思う。

・内容だけでなく、しつこいくらいにやらないと意識は育たないと思う。
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第二回 職員の防災訓練シミュレーション 実施要項

１．日時 平成２０年８月７日（木） ９：００～１１：３０

２．場所 食堂・その他

３．目的 ・休業日の震災を想定し、学校に集まった職員で対応を考え行動する。

・今回の訓練での気づきを今後の訓練にいかしていく。

４．職員の動き

・職員は自らとその家族、近隣住民の生命や安全の確保を優先し、その安全を確認した

後、可能な手段で学校（または管理職）に連絡後集合する。

・徒歩またはその他の手段で２４時間以内に学校に集合可能な想定人数約２０～３０名

・登校した職員は直ちに校舎の安全を確認する。校舎崩壊等の危険性がある箇所には立

ち入り禁止措置をとる。

・対策本部設置（校長室）本部長は登管理職または総括教諭または学年リーダー。

５．活動の流れ

時間 活 動 内 容

9:00 ・食堂へ集合（職員会議で配られた資料、筆記用具を持参）

・各班ごとに着席

・全体の流れ説明

話し合い（50分）○1
・話し合いは、各班のまとめ役が進行

・休業日の震災を想定のもと、各班の仕事内容、とるべき行動、活動の流れ

必要なもの等を班毎に考える。

・記録用紙へ記入する。

シミュレーション活動（60分）9:50 ○2
・ （胸に避難者役の印をつけておく）１４名は避難民の気持ちになっ避難者役

て自由に動く。

・ （胸にボランティア役の印をつけておく）６名は食堂に待機ボランティア役

後、渉外班の指示を受け活動する。

・ ３８名中、震災後早めに集合できた３名が校舎の安全確スタッフ（教員）役

認をする。その後対策本部（本部要員、各班リーダー）を設置。

・対策本部からの指示を受け、各班は○で話し合ったことを元にそれぞれ活動1

（ ）10:50 ③ 班ごとに振り返り 分30
・全員食堂へ集合

・○と同様に班に分かれて活動の振り返りを行う。1

・記録用紙へ記入する。

④ 講評（ 分）11:20 10
・講評（平塚市防災危機管理課職員・高津養護学校今泉総括教諭）

11:30 ・終了 各班ごとに片付け
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第二回 職員防災訓練シミュレーション 各班の役割分担

本 部

○本部長（全体総括、状況判断、総指揮）

・本部長は対策本部会議を招集、出席は本部要員及び各班リーダー

・各班・避難者・ラジオ等の情報を収集、状況判断。→全体指示

○ 副本部長（本部長補佐・地域行政や県教委との情報交換）

・被害概要、職員出勤状況など把握。

・警察、消防、病院、県教委等への連絡

・児童生徒・設備等の被害状況把握、マスコミ等の対応

・管理職携帯番号を把握。学校携帯確保し管理。

・学校携帯番号を職員用掲示板に明記。

・各班リーダーの携帯番号を把握する。

・各班リーダーから携帯で現状報告を受け記録する。→本部長へ報告

・記録の要点を通報連絡班に指示し掲示板に記入させる。３０分ごとに更新。

【本部からの各班への指示】

・渉外班 →避難民の集合場所指示。

・情報収集班 →被害状況把握のため周辺情報収集と報告・近隣パトロールを指示。

・搬出班 →重要品の搬出指示 （職員室から事務室へ）。

・掲示伝達班 →連絡用掲示板設置指示。全ての情報は掲示板に指示。

本部用（赤 ・職員用（青 ・ボランティア用（黄 ・避難民用（銀）） ） ）

・安否確認・保護者連絡・引き渡し・探索班→メールによる児童生徒の安否確認を指示。

特定の学年に限定し試行してもいいか？未確認者は学校の携帯で確認。

・救護班→救護体制の確保と避難民の健康状況調査を指示。

・避難所設営・要援護者班→設営場所確認、確保・設営備品準備・避難民受入準備・ボラ

ンティア対応指示・受入開始

・物品補補班→備蓄食糧確保、飲料水確保、防災備品準備

・安全点検・防護消火・警備班→校舎内危険箇所・被害箇所再確認・立ち入り禁止区域の

明確化・飛散ガラス除去・窓ガラスの補修作業・警備体制

渉外班・情報収集班 …ボランティア・近隣渉外対応・近隣避難所情報・道路や倒壊建

・交通機関状況確認・地域情報収集

○渉外班

・ボランティア受付（名前・連絡先・活動日・得意なこと等・ボランティアは識別のため

左肩に黄テープを貼り名前を記入 ）。

・待機場所指示（ボランティア本部設置）

・ボランティア用掲示板設置

・ボランティアコーディネート



- 12 -

※要請①周辺安全確認

※要請②通学路危険箇所確認し地図に記入

※要請③避難場所を地図上に記載。

・避難者を誘導し、避難所設営班に受け渡す。

○情報収集班

・通学路を中心に周辺安全確認（バス通り・通行不可能な通りを本部長に報告 ）。

・掲示板上の地図に記入。

・交通機関情報等

・地域情報収集（避難所となる中原小・中学校からの情報収集）

・近隣パトロール

掲示広報班 …本部確認事項の各班への通報提示、連絡

・通報・連絡用掲示板設置。

本部用（赤 ・職員用（青 ・ボランティア用（黄 ・避難民用（銀）の４カ所） ） ）

・維持管理（不要な連絡の撤去など 、記載用文具類確保（掲示用紙・筆記用具・テープ）

・タッグ等）

・記入表現方法も色別や文字の大きさなど工夫する。

・各班の担当者が掲示版を見ているかチェック。

※必要ならボランティア要請。

重要品搬出班 … 重要非常持ち出し品の安全な場所への移動と確保

・重要品（名簿・連絡網・その他重要搬出品を職員室から事務室へ）を本部長から管理職

に連絡を入れ確認）→搬出後、本部長に報告。

・搬出後に渉外班・情報班へ合流。

避難所設営・要援護者支援班 …設営場所確認、確保・設営備品準備・避難民受入準

備・受入開始・要支援者支援

・解放場所の確認（体育館・会議室）

・避難者の誘導（立入禁止区域の明確化）

・避難者の右肩の銀テープを貼り記名

・要援護者に対してはさらに赤テープを貼る。→要援護者を別場所（会議室）へ誘導

・避難所設営（ブルーシートで仕切り区枠・ウレタンマット（学校にあるマットを使用）

・防災毛布・プラスチックパネル・ガムテープ・名前記入用紙・マジック）

・誘導後直ちに緊急食料準備・湯沸しを開始。

・防災物品の供給は物品補給班と協力する。
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物品補充班 …備蓄食糧確保、飲料水確保、防災備品準備

・文房具類、掲示用消耗品類、色布テープ、画びょう、シール等、備蓄食品、防災備品

等、 応急復旧用具類、一輪車、リヤカー、担架、車いす、ブルーシート、プラスチ

ックパネ ル、ガムテープ、ウレタンシート等所在確認

・各班の要請に従い物品供給

・補給品や工具、備品等の持ち出し品と持ち出し者のリスト作成

※ボランティア要請

安否確認・保護者連絡・引き渡し・校内探索班

・連絡・通信手段の確保・児童生徒居住地避難所情報の収集、児童生徒安否確認

・メールによる児童生徒の安否確認を管理職に要請（安否確認・保護者連絡班長→教頭）

・返信の確認

・未返信者と未メール利用者に対し電話により安否の確認（今回は○○学部のみ）

・引き渡し

・不明児童生徒の探索

救護班

○救護班（救急救護物品の確保、応急救護活動、重傷者への対応確認）

・避難所に出向き、避難者の健康チェック

安全点検・防護消火・警備班

○安全点検（校舎内危険箇所・被害箇所再確認・立ち入り禁止区域の明確化）

・校内危険箇所立ち入り禁止措置→本部報告・掲示

・通路、出入り口等への倒壊物除去・飛散ガラス除去・陥没箇所確認補修・余震対応

○防護消火（ガス安全確認・火元確認・周辺からの延焼防止措置・余震対応）

○校内の警備
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第二回 職員 防災訓練シミュレーション 報告

〈実際の流れ〉

〈各班で話し合い：５０分〉9:00
・校長挨拶、講師紹介

・話し合いの進め方説明

・リーダー中心に検討、記録、班によっては確認のため目的地に移動

〈シミュレーション開始：６０分〉9:50
・今回の震災の設定を説明

・本部長３名移動、校舎内の大まかな危険箇所の把握9:55
・校長室安全と確認し、本部を校長室に設置、被害状況の説明、避難場所の選定

・参集職員へ拡声器や掲示で集まる場所・待機場所を指示10:05
・平行して、参集した職員のチェック後、高２－１で待機する旨を伝える。

・参集職員チェック終了10:13
・リーダー決めをし、各班のリーダ招集10:15
・リーダーへ現状説明

○危険箇所○避難場所○待機場所○各班で使用する場所の指示（安否確認：事

務室 物品補充：図書室）○各班の役割分担を説明

・トランシーバーの使用者決定（本部、救護、避難所、安全点検）

・副校長の携帯番号の周知 ・リーダーの携帯番号の把握

・避難者とボランティアが学校へ10:25
・各班それぞれの活動を開始

〈班ごとに振り返り：３０分〉10:50
・リーダー中心に振り返り、記入

〈講評、質問〉11:20
・高津養護学校地域支援担当 ・平塚市防災危機管理課防災担当

・終わりの挨拶（副校長）

・片づけ11:35
〈講評〉

平塚市防災危機管理課防災担当 高津養護学校地域支援担当

○避難所の運営は避難者でするとよい。避難者の中で窓口役を作り、その窓口が意見や要

望を集約し、本部へ連絡に来るシステムにするとよい。

○職員は、子どもたちの精神的な安定を図るためにも、一日も早く学校復興するために計

画を始める。

○学校の全てを避難場所とすることはない。復興のために計画的に場を設定。

○震災時助けてくれるのは地域の住民。そのためには日頃から子どもの顔を地域の人に知

ってもらう事は大切。保護者・子の地域デビューが必要。

○平塚市防災要援護者の登録制度はない。

○震度の強さを被害状況を具体的に伝えることで職員にイメージを持たせる。

例 震度６強→震度６強で、机が倒れたり、ロッカーの物が全て飛び出ている。
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平成20年８月28日

第三回 地域・PTA・職員合同防災研修会 開催要項

県立湘南養護学校

１．日時 平成２０年８月28日（木） 13:30～15:00

２．目的 大規模震災がいつ何時、自分たちの身に起きても不思議では

ない。中越地震の実体験の話と映像で地震の実際をイメージし

ながら、実際にその場で何ができて、何が課題になるか等を具

体的に考えるとともに、防災教育の視点を学ぶ機会とする。

３．場所 湘南養護学校 食堂

４．次第

13:30 ・あいさつ（校長）

・講演、ビデオ視聴

演題 「中越地震に学ぶ

～その時、あなたならどうしますか？～」

講師 長岡市教育委員会「フレンドリールーム」主任指導員

桑原 昭 氏

（元 新潟県川口町立川口小学校長）

・質疑応答

・お礼の言葉（副校長）

15:00 ・終了

・アンケート記入
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第三回 地域・ＰＴＡ・職員合同防災研修会 報告

H20/8/28
テーマ： 中越地震に学ぶ～その時、あなたならどうしますか？～」「

講 師：桑原 昭 氏

時 間：１３：３０～１５：００

【内容】

〈本日のキーワード〉

～平常時でできない事は、災害時には何もできない～

（１）ビデオ視聴

・川口市の紹介と震災時の学校や住民の様子

・震災時、一般人が次々と学校へ入ってきた。

・体育館の蛍光灯が落ちてきた。

・その時はただ怖いだけ。机の下にも入れなかった。

・教師は、子どもたちは地震に負けるほど弱くない。

・その後の子どもたちの心のケアが大事。自閉の特性がある子どもは、その後も揺れてい

る旗を見て恐がった。

・要援護者はホイッスルがあると、倒壊した建物の下からも助けを求めることができる。

・仮設トイレは震災４日後に設置されたが、すぐに汚物で溢れてしまった。要援護者の使

用のことは考えられていないので、トイレを別に作るとよい。

（２）命を守るために学校がすべき事

ー日頃より実施ー

・学校の耐震調査…体育館・グラウンドなど

・転倒防止…８３％が圧死・怪我の原因も５０％が転倒によるもの

・毎月１回安全点検（複数の目で 、学期１回は全職員で）

・災害ダイヤルの訓練 ・サッシは強化ガラス

ー震災後ー

・職員がグループになって、戸別訪問による安否確認・情報収集。ピアニカ、縄跳び、ド

ッジボール等持ち出かけ、子どもに元気と勇気を与える。

・緊急組織を組む。

。 。・学校再開をなるべく早く行う 子どもの心のケアのためにも一日も早い学校復興が必要

１．専門家の安全点検 ２．安全ゾーンの確認 ３．水、トイレの確保

４．ゴミの処理 ５．通学路 集団登下校 ６．温かく接する…テントへ帰らなけれ

ばならない子どもの気持ちを考える 「仮設住宅」という言葉は使用しない。。

ー復興に向けてー

・施設の安全確認と確保…落下・転倒防止（ガラスにガムテープをバッテンに貼る）

・１ヶ月間は危機状態である。

・校長のリーダーシップが重要…備品・教科書等行政に素早く申請

・ボランティアの支え…片づけ、清掃、整備、一人ひとりの子どもにあわせて子どもと遊

ぶ、子どもへの本の読み聞かせ、登下校の付き添い、パトロール、救援物資の仕分け等
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（３）心のケア

・県より派遣の教員やカウンセラーを活用

・ＰＴＳＤになるのは当たり前

・力のある子程心のケアは必要

・子どもが表す状態

例 自閉の子どもはパニックや他害をしてしまう

母親から離れない 不登校 他人の嫌がることをして人の気を引く

風と音に敏感になる 集団生活を拒む

我が儘、甘えが１年以上続くことがある

・安心感を与える

子どもを一人にしない

大声で怒鳴らない

教員が落ち着く

・ＰＴＡでサポート事業を立ち上げる

（４）２ヶ月の避難所生活

・拾った薪で暖をとった。

・３日目頃から援助物資が配給された。

・水、トイレ、洗濯、風呂が断たれた

・ガソリン不足

・テントは雨音がうるさい

・仮設住宅に入っている子や保護者の心のケアが必要

（５）避難所運営のポイント

・施設管理者、ボランティア、避難者の三者が介入しすぎず、それぞれの役割を持つ。

・ボランティアは「してあげる」という関係にはならない。

共助 自助

※公助は限界がある。自分たち 公助

の町は自分たちで守る。

（６）防災教の必要性

・危険を正しく理解する

・備えをする。

・年３回の避難訓練…いざという時に役立つ訓練をする。

・訓練は緊張感を持って行う。



- 18 -

第三回 地域・ＰＴＡ・職員合同防災研修会 アンケート結果

回収 Ｐ・一般 １５

職員 ２０

（１） 講演の内容について、気づきとなった点

Ｐ・一般 職員 計

○とてもあった・・・・・ １２ １１ ２３

○あった・・・・・・・・ ３ ８ １１

○すこしあった・・・・・ ０ １ １

○あまりなかった・・・・ ０ ０ ０

（２） どのような内容に？

Ｐ・一般

・防災に本当に必要なことは何かを改めて教わりました。

・身の回りをよく見て危険な箇所をチェックしたいと思いました。

、 。・実際に大地震を経験されているということで お話をぜひ伺いたいと思いました

また、その時、自分に何ができるか考えた。

・地震は本当に起こる心積もりでいること。起こった時に何が一番必要か。

・大きな被害にあったら、どんな人でもショックを受ける。

・実際に体験された方のお話を聞き、地震の怖さを改めて知らされた。

・避難用具より、まず、命を守ることをする。家の中の家具など見直しをする。

・現実は空想を越えるということ。学校再開を最優先すること。

・子供への対応の仕方や教職員としての心得。

・家庭で出来ること（逃げる空間を作るなど ）また、日常からかけ離れたこetc…
とをするのではなく、その中で出来ることを考えていくこと。

・課題が明確になってきました。直接体験を聞く、大切さ再認識。

・家に空間（シェルター）を確保すること。避難所生活の難しさ。

・トイレなど身の周りのものを使って作ればいい。

・準備をすること、経験すること。

・施設の再チェック（安全確保 。）

・実体験の大切さ。

・防災訓練が絶対に必要だということ。

職 員

・行政の対応の件、日頃の心構え、用意。避難場所は、避難所にならない。

シナリオのない訓練。

・震災の非常時の様子、生の声で教えてもらいました。

・学校職員としてやれることがあると思った。物資だけではなく、心温まる接し

方を。

・人のつながりの必要性、トイレ等の工夫の仕方。被災者が被害者になる構図。
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第四回 体験型防災訓練 実施要項
H20/9/17～要援護者支援のための防災訓練～

生活・安全係

１．日時 平成２０年１０月３日（金） ９：３０～１２：１５

２．目的 授業中の大規模震災の災害時を想定し、本校の児童生徒及び学校周辺地域の障

害児・者及び要援護者に対する様々な支援活動の可能性を探るため、地域の

人々と協力しながら、学校としてできることを考えていく。

３．対象 本校児童生徒・保護者・地域の高齢者や障害児者・地域住民・職員

４．当日の日程・内容

９：３０～ 児童生徒避難訓練（運動場）

９：４５～ 本部設置（グラウンド）

９：５５～ 安全な場所を確認後、児童生徒は体育館に移動

１０：００～ 各班で活動開始

児童生徒避難所設営体験

ボランティア・一般避難者受付開始

１０：３０～ 防災体験コーナー （７０分）

起震車 足湯 救命救急体験（含むＡＥＤ）/ /
担架搬送体験 三角巾 防災資機材の展示/ /

１１：４０～ 防災備蓄食品試食

（小学部：１１時過ぎから試食）

１２：０５～ 試食終了・容器等片付け

１２：１０～ 講評 平塚市防災危機管理課職員 （体育館）

挨拶 校長

１２：１５ 児童生徒…防災版給食

（小・中学部：食堂 高等部：教室他 ）

地域住民…アンケート記入後、解散

ボランティア…防災備蓄食品で昼食

１２：４５～ 担当職員・ボランティアで、それぞれの班の片づけ

１３：１５～ 担当職員・ボランティア反省会

１４：１５ 終了
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全体の動き

9:30 9:45 10:00 10:30 10:30 11:40～ ～ ～ ～

避難訓練 本部設置 各班で活動を開始 防災体験コー

ナー

・地震発生 震 ・本部長は対策本 ・本部からの指示 ・起震車（

度６強） 部を設置 を受け各班活動 ・足湯

・児童生徒は ・各班リーダーを ・救命救急体

放送に従っ 招集 体育館・会議室へ 験（含ＡＥ

てグランド ・各班・避難者・ の避難場所設営 Ｄ）

に避難 情報等を収集し ・児童生徒、地域 ・担架搬送体

（雨天時） 状況を判断。 避難者、要援護 験

体育館 者は避難場所設 ・三角巾演習

営体験 ・防災資機材

の展示

（ ）12:15 12:10 12:15 11:40 12:05～ ～ 中・高・地・Ｐ

解 散 講 評(体育館) 非常食試食

・児童生徒→給食 ・平塚防災危機 ・湯を使用して係が一

・地域避難者…アン 管理課 括 し て 湯 を 注 ぐ

ケート記入後解散 ・校長 （ には試食スター11:40
～ トできるよう準備）12:15 14:15

昼食・片づけ・反省会 ・できた段階で呼びか

・職員 けや掲示をする。

・ボランティア 小… 過ぎ～11:00
各学部の動き

〈小学部〉

～ 地域住民と全学年起震車体験（ロータリー）＋防災資機材の展示見学10:30
過ぎ～ 試食：乾パン・五目ご飯・けんちん汁（体育館）11:00
～ 試食用具片付け ～ 給食（食堂）12:05 12:15

〈中学部〉

～ 試食：乾パン（体育館）10:30
過ぎ～ 全学年起震車体験（ロータリー）＋防災資機材の展示見学11:00
～ 試食：五目ご飯・けんちん汁（体育館）11:40
～ 試食用具片付け ～ 給食（食堂）12:05 12:15

〈高等部〉

～ 担架搬送体験＋三角巾＋防災資機材の展示見学（各学年ごとに体験）10:30
時間があれば高１は起震車体験

～ 試食：五目ご飯・けんちん汁（体育館）11:40
～ 試食用具片付け12:05
～ 給食12:15
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（本部からの指示後、実質約３０分の活動時間）当日の各班の動き 9:45～10:30

班 名 具体的な動き

・避難訓練で児童生徒・職員の安否確認をする。

本 部 ・安全点検班のリーダーとメンバーを指名し、まず校内安全確認

、トイレ確認を指示。

・本部設置し、各班リーダー、メンバーを指名。

・各班の役割分担確認

・副校長、各班リーダーの携帯電話の確認

・安全点検班からの報告を受けて、校内の危険箇所・安全場所の

アナウンスを全体にする。

渉外班 ・随時避者・ボランティア・保護者を受け付け→色分けテープ 職（

員もテープを貼る）

・避難場所へ誘導（ボランティア活用）

学校近隣安全確認班 ・今回は活動せず

掲示広報班 ・使用可能なトイレ、使用方法の掲示

・校内・外の危険箇所を地図で掲示

・本部からの指示内容を掲示

重要物品搬出班 ・重要物品の搬出

・その後は渉外班へ合流

避難所設営・要支援 □児童生徒と地域避難民はまず体育館へ避難し、その後要援護者

者支援班 は会議室へ移動

・避難配置図の掲示

・避難物品の配布（プラスチック板・ガムテープ・クラスに数本

の水・試食用小容器・紙コップ・スプーン）

・小・中学部・必要に応じて高等部にカンパン配布

・部屋名・パテーション毎のクラス名・名前の記入指示。

□備蓄食品用の湯沸かし→アルファー米五目ご飯＋けんちん汁は

事前に配布せずに湯を入れてから配布→本部→掲示広報班で掲

示

□足湯の準備（今回はプールの湯をホースで引く）

安否確認・保護者引 ・今回は活動せず

渡し・校内探索

救護班 ・怪我人の処置・児童生徒、避難者の体調の聞き取り→要援護者

把握し第二避難場所（会議室）へ誘導

・救護所の設置

安全点検・防護消火 ・校内安全箇所・危険箇所確認・使用可能トイレ確認→使用方法

班 の掲示＋便袋設置

・立ち入り禁止箇所の明確化→コーン＋テープ＋掲示

物品補充班 ・今回は各班とも事前に初期対応物品を準備（事務室倉庫 。そ）

の他必要な物品を補充
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防災体験コーナー10:30～11:45

内 容 外部担当 本校担当 場所 参加者

晴 雨 小 中 高 Ｐ 地

起震車 危機管理課 １人 ロータ ロータ ○ ○ ○ ○

２人 リー リー

足湯 管理職＋ 校庭 プ プール

ボランテ ール側 室内 ○

ィア

救命救急講習体験 消防救急課 １人 軽作業 軽作業 ○ ○

室 室

担架搬送体験 平塚パワーズ １人 中学部 中学部 ○ ○ ○

ホール ホール

三角巾 平塚パワーズ １人 中庭 プレー ○ ○ ○

ルーム

防災資機材展示 危機管理課 １人 生徒昇 生徒昇 ○ ○ ○ ○ ○

降口 降口

※学年リーダー・学部長は各学部の動きを掌握

※地域・ＰＴＡ自家用車の誘導…南門からサイクリングロードへ誘導

保護者へは 開始とお知らせで配布10:00

防災体験コーナーの詳細

・起震車…昇降含め２分（次のグループは準備しておく）

・救命救急講習体験…人形１体＋ＡＥＤ

・担架搬送体験（ 分～ 分）…毛布での簡易担架作成→６人（持つ人）＋１人（担架15 20
に乗る人）

・三角巾（ 分）…三角巾の使い方を体験20
・防災資機材展示…簡易トイレ・段ボールの間仕切り・便袋・非常袋の中身
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第四回 体験型防災訓練 報告

体験型防災訓練の様子～避難訓練～

９時３０分大地震が発生しました。

慌てず、静かにグラウンドに避難します。

体育館の安全が確認され、小学部から順番

に外階段を使って体育館へ移動します。

体育館では自分たちが過ごす空間を 初めての体験でしたが、狭い空間で寝ころん

プラスチック版で間仕切りしました。 だり音楽を聴いたりして過ごしました。

各グループで大きさや組み立て方を工夫

していました。

連絡は掲示版で！

掲示・広報班が本部から伝達された情報を掲示板を使用して体育館の

避難者へ伝えます。拡声器は聞こえにくく、今後工夫が必要です。
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非常食の試食をしました。お湯でアルファー米（五目ご飯）と豚汁の炊き出しをしました。

結構おいしいと好評でした。

各学部は順番にダンボールで作ったお盆等

でクラスの人数分の試食を運びます。

体験型防災訓練の様子～防災体験コーナー～

１０：３０から防災体験コーナーのスタートです。

６コーナーを設け、児童生徒・地域の方・PTAがそれぞれの場所へ移動して体験をしました。

平塚市防災危機管理課・平塚市消防救急課・平塚パワーズの女性ボランティアの皆様のご協力

を得ながら、参加者に様々な体験をしてもらいました。

①起震車体験 ②足湯体験

小学部の児童や地域・PTAの方が中心に 運動場に三方をブルーシートで覆い、

震度７の揺れを体感しました。 ほどよい空間の中で足湯を行いました。

心地よさに思わず会話も弾みます。
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③救命救急体験 ④担架搬送体験

救急隊の方から心配蘇生法とAEDの使い 毛布で簡易担架を作り、６人でけが人

方についての講習を受け、その後実際に を運ぶ体験をしました。

人形を使って演習を行いました。

⑤三角巾体験 ⑥防災資機材の展示見学

三角巾を使ってけがをした箇所を保護した 簡易トイレ・ダンボールの間仕切り・便袋

り、縛ったりしました。 ・非常時持ち出し物品等を見学しました。
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第四回 体験型防災訓練 アンケート

〈地域・ＰＴＡ〉

【今回のような体験型の防災訓練は、今後も必要と思われますか？ １１人】

とても思う…１０人 思う…１人 少し思う…０人 あまり思わない…０人

【今回の防災訓練について、ご感想がありましたらご記入下さい 】。

・良い体験ができた。狭いパーテンションの中で子ども達はよく待つことができていた。

・もう少し時間があれば全ての体験コーナーに参加することができた。

・救命救急は１度でなく、１年に数回体験することができれば自信となる。

・体育館の床が硬かったり、プライバシーの問題など実際に避難生活を送ることになった

ら、色々な問題が出てくると思った。

・毛布を使っての担架はびっくりだが、あのような丈夫な棒が用意してあればのこと。今

回の訓練で何が必要で、何があるかを見直し準備が必要だと思った。

・間仕切りのパーテンションはすぐに壊れてしまい工夫が必要と感じた。

・初めての体験型の訓練だった。繰り返しの訓練が必要だと思う。

〈ＰＴＡボランティア〉

５名のＰＴＡボランティアを依頼

・足湯の係 …３名

・炊き出しの係…２名

【足湯の振り返り】

・三面目隠しはよかった。

・一つのたらいに二人までは入れる。

・お湯もすぐ汚れるので、１回ずつお湯を捨てたのでやや腰が痛かった。

捨てる際、排水溝が近くになかったので大変だった。

・浮いたゴミをすくうザルのようなものがあるとよい。

・温泉の素のようなものがあるともっと癒されるかもしれない。

・子供達も何人か来たが、とてもよい表情であった。実際の地震時は子ども達も足湯があ

った方がよいのでは。

・ 気持ちいい」と好評だった。「

【炊き出しの振り返り】

・風が強く火があおられたので、アルミガードのような防風対策が必要である。

・やってみて慌てている自分が分かりよい経験ができた。

・携帯電話の使用方法を事前に確認しておく必要がある。

・やかんは８リットルより大きいのがあればもっとよい。

・米を蒸らすのは時間がかかるので早めに開始した方がよかった。

・高等部は生徒が試食を取りに来たが、生徒数・教員数を把握しておらず聞きに戻った経

緯がある。取りに来る位の生徒は、日頃より人数を把握しておくことも必要である。



資料２ 

  
～要援護者支援のための防災訓練～ 

県立湘南養護学校 

 
１．日時  平成２０年１０月３日（金） １０：００～１２：１５ 

２．目的  授業中の大規模震災等の災害時を想定し、本校の児童生徒及び学校周辺地域 

の障害児・者及び要援護者に対する様々な支援活動の可能性を探るため、地 

域の人々と協力しながら、学校としてできることを考えていきます。 

３．本日の流れ 

 ○本校の児童生徒は９：３０から避難訓練を実施し、グラウンドに避難をしています。 

 （雨天の場合は体育館） 
 ○安全な避難場所を確認後、児童生徒は体育館に移動 

 １０：００ ・一般避難者・ボランティア受付開始  

  ・児童生徒とともに体育館に移動  

  ・避難所における間仕切り体験…避難所でのプライベートスペースを作  

   り、その空間の居心地を体験してみてください。  

  

  １０：３０ 防災体験コーナー …興味のあるコーナーで体験をしてみてください。  

   ①起震車…震度７の揺れの動きを体感してください。  

   ②足湯  …震災時に、足湯は癒しの場として好評でした。  

   ③救命救急体験（含むＡＥＤ）…人形をモデルに、心肺蘇生法やＡＥ  

    Ｄの体験をしてください。  

   ④担架搬送体験…７人一組で、毛布で簡易担架を作り運ぶ体験をしま  

   す。  

   ⑤三角巾体験…三角巾を使って怪我の応急処置を体験します。  

   ⑥防災資機材の展示見学…非常持ち出し物品や便袋等を展示します。  

  

  １１：４０ ・防災備蓄食品試食  

  
 １２：０５～ 試食終了・容器等片づけ      
  
 １２：１０～ 講評 平塚市防災危機管理課職員   （体育館） 
         挨拶 校長 

 １２：１５ 地域の方…アンケート記入後、解散  
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はじめに 
 

 

 

山梨県立ふじざくら支援学校 

P T A 会 長  掘 内  詠 子              

 

 

 

 この度の研究助成事業に参加させていただきました。心から感謝申しあげます。 
 

研究は，子どもたちの将来を見据えた思いや願いを，実際の活動に結びつけるた 
 

めの重要な役割を果たしました。また，地域交流に向けても更に大きな広がりを 
 

見せ，子どもたちのより充実した生活のあり方を真剣に考えるべく「ＰＴＡ組織 
 

のステップ・アップ！」にもつながりました。 
 

 

 テーマに沿った地域ボランティア参加の余暇活動は，たくさんの良き関わりが 
 

持てること，学校・家族以外の，社会との結びつきができること等，本当に大事 
 

な過程結び実行することができます。そして何よりも，その大切なコミュニケー 
 

ションが。地域で生かされることを心から願っています。 
 

 今回の研究は，ＰＴＡとして，たくさんのことを学ばせていただきました。 
 

今後もＰＴＡ活動の一つ一つが，将来にわたり，子どもたちの実りある生活につ 
 

ながることと信じ，より良いものにしていきたいと思っています。 
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１ 学校概要 
 

  本校は，平成８年度県内唯一の知肢併置校ふじざく
ら養護学校として設立されました。 

 それまで，子どもたちは，スクールバスや送迎によ

る長時間の登下校や，親元を離れ，甲府や大月などの

寄宿舎のある養護学校に通うことを余儀なくされてい

ました。 

 

 希望が叶い，ノーマライゼーションの理念に基づい

た地域社会を目指した，「富士ふれあいの村構想」か

ら出来上がった学校です。校舎は，山梨赤十字病院，

障害者福祉の拠点としてのふれあいセンター及び身体障害者療護施設はまなし寮と隣接していま

す。 

 

 雄大な富士に抱かれ，松林が広がり，近くには富士五湖があるといった，自然環境にも大変恵ま

れた学校です。 

 

 児童生徒数は，開校当初およそ 60名，平成１６年度には 100名を超えました。本年度小学部 39 
名，中学部 25名，高等部 38名の 102名が在籍しています。知的障害 63名，肢体不自由単一 5名，
重複障害 34名です。 
 寄宿舎はなく，自主通学・保護者による送迎，またはスクールバス 4便が児童生徒の送迎を行っ
ています。最長時間の乗車でも１時間弱で登下校が可能です。 

 

 本県では，盲学校，ろう学校は山梨県内に１校ずつあるのみです。富士北麓地域の感覚障害のあ

る子どもたちは，月に数回，長い時間をかけて通っていました。そこで平成１６年度に県立盲学校

・聾学校と連携し，本校でサテライト教室を開始しました。月 1回のサテライト教室で盲学校・聾
学校の先生方に授業を参観，アドバイスをしていただいています。 

 

 また，すべての子どもたちが，健康に学習できる

環境を整えることも基本と考え，平成１９年度から，

医療的ケアを開始しました。今年度１名の看護師が

増員され，養護教諭２名，看護師２名の体制です。 

日々の健康管理は，もちろん，特に食堂では，一緒

に食事を摂り，摂食指導や食事中の発作に対応した

り，経管栄養を摂っている子どもたちも食堂で注入

を行うことができます。 

 

 

 

 

富士
ふれあい
の村

山梨

赤十字病院

支
援
学
校
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２ 調査研究助成事業を申請するまでの経緯 
 

 本校の保護者・児童生徒・学生ボランティアが中心となって活動してきました「サタデークラブ」

と本校ＰＴＡ専門部であるボランティア部の活動を融合させ，より児童生徒や保護者のニーズにあ

った活動へと発展させていきたい。そのためにこの新たな試みについて全知Ｐ連より支援を受け，

研究調査を行っていくことを考えました。 

 

○本校児童生徒及び同窓生の余暇活動                                            
 平成１２年に「生徒の放課後や余暇活動を充実させる」という目的で，サタデークラブを発足

。参加者は本校高等部生徒と同窓生の賛同者。本校の参加生徒の保護者を中心に，地元の大学や

本校教員の協力のもと運営してきました。しかし，参加者が減少し，存続の危機に貧していまし

た。このままだと今まで培った地元の大学などの地域人材資源，ボランティアを失ってしまいま

す。                                       
○地域人材資源のボランティア養成                                               
 平成１６年に「本地域に障害児者に対する理解が深いボランティアを育成し，本校児童生徒が

，この地域で生き生きと暮らしていける環境作りをする。」という目的で，本校ＰＴＡの専門部

に「ボランティア部」を発足し，順調に推進してきました。                                 
                         ↓ （コラボレーション！！）  

    平成２０年度の取り組み   
 

☆専門部「余暇活動部」を設立。サタデークラブを本校ＰＴＡの活動として位置づけ，全校児童生

徒に開放する。活動には，「ボランティア部」がボランティア養成を行った地域の方々にも参加

してもらう。この「余暇活動部」と「ボランティア部」の２つの活動が，有意義に且つ円滑に運

営していけるように研究を行いたい。   
 

 

（１）テーマ 

「本校児童生徒及び同窓生の余暇活動と地域人材資源のボランティア養成とのコラボレーション」 

 

（２）目的 

①本校児童生徒の休日の余暇活動をよりいっそう充実させる。 

②地域とのネットワーク作りの一環として，高校生，大学生ボランティア，児童生徒の居住地の

ボランティアを育成する。 

③「サタデークラブ」の活動内容や方法を検討し，参加者全員が楽しい時間を共有できる場を目

指す。 

④調査研究助成事業推進委員会を結成し，本校の児童生徒・卒業生にかかわる余暇活動の拡充を

図る 

 

（３）活動概要 

①余暇活動部 

ア）児童生徒・卒業生・ボランティア（保護者・教員も含む）による余暇の活動「サタデーク

ラブ」の運営 

イ）「サタデークラブ」の活動方法・内容の検討（地域の施設利用など），先進的活動の研究 

②ボランティア部 

ア）ボランティア養成講座の運営 

イ）地域のボランティアの拡大と地域とのネットワーク作り 

 

（４）調査研究助成事業推進委員会 構成員 

  氏  名    役  職  ・  所  属 

委員長 堀内 詠子 ふじざくら支援学校ＰＴＡ会長 

アドバイザー 高山 美和     〃    前年度ＰＴＡ会長 
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アドバイザー 萩原 公子 ふじざくら支援学校校長 

    委員   渡辺 公男     〃    教頭 

    委員     元木 哲哉     〃    教頭 

    委員 小佐野 ふさ子     〃    ＰＴＡ副会長 
    委員 友谷 栄子     〃    ＰＴＡ副会長 

    委員 滝口 淑恵     〃    ＰＴＡ副会長 

    委員 吉田 佐知子     〃   ＰＴＡ副会長・ボランティア部部長
    委員 佐々木 美佐子     〃    ＰＴＡ余暇活動部部長 
    委員 山下 由美子     〃    ＰＴＡ広報部部長 
    委員 宮下 盛江     〃    ＰＴＡ進路対策研修部部長 

    委員 鈴木 修司     〃    事務長 

    委員     小山 ひとみ     〃    総務部主任 
    委員     深澤 陽子     〃    総務部副主任 

    委員     塩島 剛     〃    総務部部員 

    委員     吉田 和佳     〃    総務部部員 

    委員     宮下 知美     〃    総務部部員 

    委員     重森 千秋     〃    総務部部員 

    委員     酒井 あゆみ     〃    総務部部員 
   

（５）活動計画 

４月・・・・推進委員会①（研究助成事業推進委員会の結成，活動方法・内容の検討） 

６月・・・・推進委員会②（係り分担確認） 

８月・・・・余暇活動の先進地域の見学（東京 あきる野学園など），学習会  

１０月・・・推進委員会③（報告書作成） 

１１月・・・推進委員会④（報告書作成） 

１２月・・・推進委員会⑤（調査研究事業まとめ，報告書の完成・提出） 

 

（６）準備日程                                                                    
４月２２日まで・・活動内容詳細・係り分担の検討  

在校生・卒業生への通知作成 

４月２２日・・・・新旧理事会 推進委員会① 

目的・内容・係り等の検討確認 

４月３０日・・・・ふじざくらＰＴＡ総会 

５月１日・・・・・在校生・卒業生への通知配布 

５月１０日・・・・「サタデークラブ」大学生ボランティアとの顔合わせ・打ち合わせ会 

年間活動計画の検討 

５月１８日・・・・在校生・卒業生の参加申し込み締め切り 

参加者名簿作成 

６月１８日・・・・ＰＴＡ作業  推進委員会②各係り分担ごと話し合い 

以下各係りごとの活動を行っていく                                            
 

（７）活動内容と係り分担                                                           
活動内容 保護者担当 教員担当 

①サタデークラブの運営 

  日程・内容の決定・参加者の把握
 

 

 

◎柳田 ふみ代 

（山際 八代美） 

（余暇活動部副部長） 

 小佐野 ふさ子 

（高等部副会長） 

◎深澤陽 

 酒井 

 

 

 

②地域ボランティア（講師）の開拓，

連絡調整 

 

◎吉田 佐知子 

（ボランティア部部長）

 滝口 淑恵 

◎吉田 

  重森 
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 （中学部副会長）  

③先進的活動の研究・見学会の実施

 

◎宮下 盛江 

（進路対策研修部部長）

◎塩島 

 宮下 

④報告書作成 

 

◎友谷 栄子 

（女性部長） 

◎渡辺教頭 

  小山 
⑤記録 

 

◎山下 由美子 

（広報部部長）・部員 

◎吉田 

 

⑥会計  ◎小山 

                                                                                
３ 活動報告                                                                         
 

（１）ボランティア養成講座について  

 平成 17年にボランティア講習会が始まりました。1年目のボランティア講習会では，本校保護
者にもまだボランティアということが理解しにくかったこともあり，元武蔵野東技能高等専修学

校校長，長内博雄先生を講師迎え「ボランティアとは？」という演題で講義をしていただきまし

た。この講義が後のふじざくら支援学校ＰＴＡのボランティア活動を方向付けるきっかけになり

ました。 

 ２年目以降は，本校ＰＴＡ役員と本校職員が講師になり，地域の大学生や高校生を中心にボラ

ンティア養成講座という形で障害のある子どもたちとのコミュニケーションの取り方などについ

ての講義を行いました。併せて障害のある子どもたちとのふれあいの場をもうけ，体験会という

かたちで交流活動も行いました。 

 体験会では，保護者が組織している団体や地域で活動している団体にお願いし，ボランティア

体験を行いました。 

 活動としては，ヨットの試乗会や餅つき大会，調理活動など様々な活動のボランティアとして

体験してもらいました。 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア養成講座
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 今年度はボランティア講習会を４回実施しました。知的障害，肢体不自由障害，感覚障害の他に発

達障害についても講義の内容に加え，よりボランティアさんが必要としている情報を講座の内容とし

て加えました。 

 ボランティアをはじめてする方に対して，「ボランティアとは何か」ということで，ボランティア

を行うための心構えや障害者が利用するための施設などの見学を行い，ボランティアに何度か参加し

ている方には，「自閉的な傾向が強い子どもとの触れ合い方」「パニックになったときの対応の仕方」

など実際に役立つ内容の講義などを行いました。 

 

 

（２）サタデークラブについて 

①運営について 

 サタデークラブは，平成２０年度から新たに設けられた本校ＰＴＡ専門部の一つである余暇

活動部が中心になって運営しています。今までの高等部生徒，卒業生と大学生ボランティア，

教員，保護者に加え，新たに小学部・中学部の児童生徒が参加することとなりました。在校生

にはＰＴＡ余暇活動部よりサタデークラブの趣旨を説明するプリントを配布し，申し込みをし

てもらいました。 

 

 今年度の参加者は下の図のとおりです。 

 ＰＴＡ専門部のボランティア部が主催しているボランティア養成講座を受けた方も子どもた

ちと実際に活動する体験会として参加をします。地元昭和大学・健康科学大学・一般のボラン

ティアの参加，児童生徒，さらに同窓生もが，地域の人と楽しみ，交流できる画期的な活動に

生まれ変わりました。 

 

＜参加者の内訳＞ 

                                          
                                                図 サタデークラブ参加者 

 

 

②具体的な活動 

 ア．５月１７日ＰＴＡ・大学ボランティアリーダー 

  との顔合わせ会 

 

   ＰＴＡ会長，余暇活動部部長，卒業生保護者の 

 リーダーと総務部の教員，各大学ボランティアリ 

 ーダー，大学職員が集まり，始めの顔合わせ会を  

行いました。今年度からＰＴＡ組織で運営を行っ  

ていくことや地域への発信をさらに力を入れてい  

きたいことなど方針の説明などを行い，年間の活  

動日程の調整を行いました。 

 

 

参加者 人数 

本校小学部    １３名 
    中学部    １０名 
    高等部    １１名 
卒業生    １３名 
昭和大学ボランティア      ８名 
健康科学大学ボランティア    ２５名 
ボランティア養成講座から

のボランティア 

     ８名 
 

 

 

 

       
 

 

 

小学部児童 中学部生徒

大学生ボランティア

教員 卒業生 保護者

高等部生徒

地域のボランティア

ボランティア
養成講座PTA主催

サタデークラブ
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イ．第１回（６月１４日） 

 参加者全員が集まる最初の会です。小学部から

卒業生までの参加者とその保護者，学生ボランテ

ィア，教員ボランティアなど１２１名が集まりま

した。今回は，総務部の教員が中心になって自己

紹介ゲームやリズムダンスなどで盛り上がりまし

た。余暇活動部担当の保護者は，受付，名札の配

布，麦茶の準備など経験のある卒業生保護者にう

かがいながら，やり方を確認して行いました。 

 

 

 

 

 

ウ．第２回（７月５日） 

  今年度サタデークラブでは，地域のボランティアグループを招いての活動を行いました。今まで 

はボランティアとして協力してくれる人を，学校関係者のつながりで探すことが多かったのですが， 

今まで支援学校を知らなかった団体や，障害者と関わることが少なかった地域の人たちに，積極的 に

声を掛けていって輪を広げていこうと考え取り組みました。 

  今回は，地域の図書館を拠点として，保育園や小学校で絵本の読み聞かせや人形劇をしているグ 

ループを招きました。子ども達の大好きなブラックパネルシアターや大型絵本の読み聞かせなど静 

かな環境でゆったりと鑑賞することができ，大変好評でした。 

  また，このボランティアグループからも「一度，ふじざくら支援学校に来たかった。これを機会 

にもっと呼んで欲しい」とのお話も頂きました。こういった地域の力を利用していくことによって， 

子ども達にとっても地域社会にとっても意味のある活動になってくると考えます。 

 

◎地域ボランティア（講師）の開拓 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   運動グループでは，アリゴリズム体操をして体をほぐしました。リズムに乗りながら，座ったり立
ったり，横を向いたりと大忙し。笑いの中で楽しく運動ができました。 

 仲間集めゲームでは，小学部の生徒から学生のボランティアさんが一緒になって，みんなを呼んで

輪を作り，交流を深めることができました。 

 

 

 

 

 

 

 



- 8 -

           〈アリゴリズム体操の様子〉                〈仲間集めゲームの様子〉 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最後は，各グループが集まって，健康科学大学の学生 たちが準備してくれた巨大パズルを組み立

てました。学 生さんたちの企画で全員が楽しむことができ，一体感を 得られるものとなりました。 

 

 

 

 

 

    ＜全員での活動＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   ＜健康科学大学にて＞ 
 

 

 

 

      エ．第３回（９月２７日） 

 

 

 

 

 

 

１，２回は，本校での活動でしたが，第３回は，健康 科学大学で活動を行いました。健康科学

大学の学生が全 体の企画運営を行い，全員で同じ活動となりました。吹 奏楽部の演奏を聴き，ア

ルゴリズム体操を行った後は， いくつかのグループでペットボトルロケットを作成し， 大学の中

庭で打ち上げました。小さな兄弟姉妹たちも大 喜びの企画でした。                        
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③ママサタデーについて 

 

 子どもたちが楽しんでいる間，保護者は別室に集まり，自由

に座談会を行いました。日常，不安に思っていることも，先輩

のお母さん方の話を聞いて安心をしたり，また，卒業生のお母

さん方からは，卒業後の今の状況を話していただきました。そ

の中で「決められた期間の学校生活の中で何をしなければいけ

ないか」等の話をしていただいたりと，話が尽きませんでした。 

  

 

 

 

 

④サポートカードについて 

   人員が増えるにあたり，障害の実態・その対応を知ら 

 せるサポートカードは，重要な役割を果たしています。 

  活動前に，ボランティアの方にサポートカードを見ても 

 らい，担当児童生徒，卒業生などの対応について知って 

 もらう機会を設けます。発作のある方やコミュニケーシ 

 ョンが難しい方については教員から具体的な対応を伝え 

 ることもあります。 

   サポートカードについては，その場で確認していただ 

 いて，ボランティアの方が持ち帰るようなことがないよ 

 うに管理は厳重に行っています。 

 

 

 

⑤先進的活動の研究・見学会の実施 

 本年度は，サタデークラブの充実に向け，先進的な余暇活動を行っている，東京都立あきるの

学園ＰＴＡの「あきるのクラブ」に着目しました。理由としては，本校と同様に知肢併置校とい

うことや同時期に開校された学校であることから本校の実態と近いのではないかと考えたからで

す。 

勉強会を設け，８月２３日には視察に行きました。 

 視察をしてまず驚いたことは，「あきるのクラブ」を運営している保護者の行動力でした。身

近な知り合いや地域の施設などに積極的に呼びかけ，講師や必要な施設を借りることを自分たち

で行なっていました。活動内容も多岐に渡り，インラインスケート，太鼓，手工芸，スヌーズレ

ンと児童・生徒のニーズに合わせた取り組みが行なわれていました。                         
                  

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

         

 ＜副校長先生の話を聞いています＞              ＜インラインスケートの様子＞ 
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                    （保護者アンケートより） 

       〈スヌーズレンの様子〉 
○ヘルパーさんをうまく使って参加しているなと思 

 いました。移動支援っていうのでしょうか？日中一 

時支援くらいしか使ったことがないのでよくわかり 

ませんが，働いている方のうちとかいいんじゃない 

でしょうか？みんなが参加しやすいように工夫する 

ことも大事だと思いました。 

 

○「思いを実現する力」みたいなことを強く感じまし 

た。また，志の高さに，無駄を生じさせない合理性 や

柔軟性，教師も保護者も本当に知識が豊かである と

同時にそれぞれの熱い思いが伝わってきました。  

                  「本気で思うこと願うこと」が今を拓いていくと改め   

                   て感じました。皆が一歩前に進む姿勢，高い意識を   

                   持つことが大事だと思いました。 

 

○とても有意義な時間を過ごすことができました。ありがとうございます。又，このような研修があ

りましたら，参加させていただきたいと感じています。 

 

○私がいいなと思ったところは地域に協力者を求めることや地区で活動することなどです。ふじざく

らも広域なので，学校から遠い地域はその地区で活動した方が参加しやすいのではないでしょう

か？グループ分けもいいと思いました。大人数だとちょっと参加しにくかったりすると思うので。

親が興味をもてるような内容，親が参加できるプログラムなどもいいと思いました。あきるのクラ

ブでは，最初に日程と内容が書いてあるので，参加しやすいと思います。予定も立てやすいと思い

ます。 

 

○活動内容の充実（予算等の問題もあるのでできることから・・・）。地域の施設利用。企業，行政 

との連携。関わる全ての人達との輪。 

 

○地域差もあるので，そのまま移行というのは難しい気がしますが賛助，協賛して下さる企業誘致と

いう意味ではとても可能性があるのではと思いました。でも，ふじざくらのサタデーも頑張ってい

るので，みんなの気を引きつける技を生かせたら，参考にしたらいいかと思います。 

 

○年間の計画の中に，大きな行事，バーベキューや屋外お出かけ活動などみんなでやることを大きな

柱にして，その中にスポーツや太鼓，映画鑑賞など細かに取り入れてはどうでしょうか？あきるの

にはない，大学生ボランティアとの連携，関係（ふじざくらの宝です）を大切にして，まず，本校

の子ども達の為に保護者がしたいことを意見を出し合って進めていくことがよいと思います。本校

が今まで積み上げた活動はけっして他の地域の活動に引けを取らないと考えています。 

 

 

⑥宣伝ポスター・広報誌・NHK・CATV等メディアについて 
  

 

 ボランティア養成講座は宣伝ポスター・広報

誌・NHK・CATV等メディアなども利用しなが
ら募集を呼びかけ，より大勢の方に参加してい

ただけるように努めています。 

 

 

 

 

地 元 ＣＡＴＶで
活 動日程などをお知 らせ

地域の広報誌に
情報を掲載
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＜本校の生徒が描いた絵をポスターにしました。＞ 

 

 

⑦サタデークラブの感想 

 

（保護者） 

 

・いろいろな方とのふれあいがあり良かったです。話しかけていただいたときは嬉しかったで

 す。２回目の時の人形劇を見たのと，体育館で体を使った巨大パズルづくりの２部構成が良

 かったです。 

 

・我が家の息子は，毎回大喜びで参加しています。日常生活の中では健常者の方々（特に若い

 方！！）との関わりが少ないので，学生ボランティアさんとのふれあいはとても楽しいよ 

 うです。また，対象者が拡大され卒業生の参加があり，懐かしい面々に会えることにも喜ん

 でいます。私自身もいろいろなお母様と話に花が咲き，楽しく貴重な一時を過ごしています

。 

 学生ボランティアさんの熱心な取り組みには感心！！です。この関係がずっと続きますよう

 にと願っています。このサタデークラブの活動は今後もぜひ続けてほしいです。 

 

・活動範囲の狭くなりがちな子どもたちが学生さんと過ごすことができ，週末の余暇を楽しめ

 ています。サタデークラブが子どもたちにとって有意義な時間になるように望んでいるのは

 もちろんですが，ボランティアとして参加してくださる方々にとっても有意義な時間になれ

 ばと思います。 

 

・日ごろ，接する機会のない大学生のお兄さん，お姉さんとの活動はとても楽しかったようで

 す。毎回みんなで楽しめる企画で，サタデークラブに行くのが待ち遠しいようです。先日の

 ペットボトルロケットはみんなで力を合わせて作って飛ばす活動がとても楽しかったようで

 した。いつもは言葉の少ない子どもが「サタデークラブ行く？」と言うほど楽しみにしてい

 ます。 

 

・サタデークラブの話を地元の学校の特殊学級へ通学している方に話したら行ってみたいとの

声がありました。受け入れを拡大する事により人脈も広がって行くのではと思いました。 
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・ボランティア講習会やサタデークラブで活動していますが，根気よく宣伝して外部の方をよ

り多く招き入れ開けた学校にしていきたいです。グループごとの協力体制ができたらすごい

力になるのではと思ったりしています。 

 

（生徒） 

 

・私が一番楽しかったことは，ロケット作りです。ロケットに『ポニョ』の絵を描きました。

 周りの人たちが「すごいね！」とほめてくれました。最後にロケットを飛ばしましたが，時

 間がなくて自分が絵を描いたロケットは飛ばせませんでした。 

・じゃんけん列車，アルゴリズム体操，演奏など，大学生の皆さんと一緒に活動できて良かっ

 たです。 

 

（昭和大学医学部 1年生） 
 

・「わくわくした，疲れたけど楽しかった。」数時間の活動を終えて抱くのは，毎回こんな感

想です。支援学校でのボランティアということで，何をすればいいか，と最初こそ不安にな

りました。不安を解消できたのは，ふじざくらの生徒さんたちのおかげです。全力で飛び込

んできてくれるので，こちらも全身で向かい合わなければならず，一緒にゲームに夢中にな

ってしまいました。活動は毎回，様々な内容が盛り込まれていて，とても楽しめましたし，

新しい発見がありました。少ない活動の中で，充実した時間をすごせたと感じています。 

 

 

４ まとめ 
 

（１）子どもたちにとって 

 行動範囲が狭くなりがちな障害をもつ子どもたちにとって，サタデークラブでたくさんの刺激

を受けたり，日常では，なかなか体験できないことをすることは，それぞれの自立に向けての貴

重なステップなると考えます。 

 さらに，ボランティア養成講座を通して，地域に障害者支援者が増えることは，その理解が地

域に浸透，定着し，やはり障害者の自立や他者との共存につながっていくと思われます。 

 

（２）保護者にとって 

 保護者の親睦を目的とした「ママサタデー」では，問題を自分ひとりで抱え込まずに，同じ悩

みを持つ仲間と話すことで心が軽くなります。イメージしづらい卒業後のことも，同窓生保護者

の体験談で，不安は少しずつでも解消されます。今，「何をすべきか」「これから何を考えるべ

きか」に気づくこともできます。 

 

（３）終わりに 

 存続が危ぶまれていた「サタデークラブ」を新たにＰＴＡの専門部として「余暇活動部」を立ち上

げて運営し，参加者の枠を拡げたり，活動内容の工夫を図ってきました。また，その活動に「ボラン

ティア養成講座」で育成したボランティアの皆さんに係わっていただくという今回のテーマも軌道に

乗ってきました。これも全知Ｐの調査研究助成事業の指定を受けたことが大きな弾みとなったことは

言うまでもありません。助成をいただく中で，先進的な活動を展開しているグループの視察や研究会

を重ねることもできました。参加している保護者の意識も変わってきつつあります。これまでの成果

と反省を生かし，今後さらに「サタデークラブ」を充実させ，それが子どもの自立，ひいてはノーマ

ライゼーションの地域社会につながっていければと願っています。



- 13 -

 

 

〈資料１〉 

  
 県立ふじざくら支援学校ＰＴＡ主催 

 ボランティア養成講座  
         ＆ サタデークラブ 
                 のお知らせ 
 

 

 

   障害のある子どもたちは，生きる力を育むために，支援学校や地域の学校でたくさんのこと 
 を勉強します。しかし，その子どもたちはみんな，地域で生活し地域社会の色々な関係の中で， 

 学校では学べないようなたくさんのことを自然に身につけているのです。地域の方々とのかかわ 

 りにより，生きる力をつけるチャンスを与えていただいているのです。 

   自分には何ができるだろうか，などと難しく悩まずに，まずは彼らに目を向け，声に耳を傾け， 
 そして声をかけ友だちになってください。彼らが地域の中で生きていくには，何よりも人と人と 

 のふれあいが必要なのです。そして，きっと，彼らとの交流の中でみなさんご自身が障害のある 

 子どもたちから学び，幸せをもらうこともあるはずです。本当に心を開き，積極的に関係を築い 

 ていかなければならないのは，子どもたち本人や家族なのかも知れませんが，ぜひ，地域のみな 

 さんにも一緒に「心のネットワーク」を結んでいっていただきたいと願っています。 

 

 

 

 

 

       ボランティア養成講座     
 

 

地域に住む障害のある子どもたちのことをもっとよく知り，楽しく活動をしよう！ 
 今回ふじざくら支援学校ＰＴＡでは，地域のボランティアリーダーとなる人材の育成のために，４回

のボランティア養成講座を行なうことになりました。次の日程で各講習会を行なう予定になっています

体験を交えたわかりやすい講習会ですのでぜひご参加ください。                               
各講習会とも，実施時間は，午前９時半から正午までの予定です。 

     ①  ５月３１日（土） 

                  内容：ふじざくら支援学校見学・ボランティア活動とは？ 
     ②  ８月 ７日（木） 

          内容：知的障害児童生徒との関わり方 
       （＊自閉傾向が強い児童生徒＊パニックになったときの対応） 

     ③１０月 ４日（土） 

                  内容：発達障害・感覚障害のある児童生徒の関わり方 
     ④１１月２９日（土） 

                  内容：車椅子を利用している児童生徒との関わり方 

 

 

 お申し込み・連絡先 ： ＴＥＬまたはＦＡＸでお申し込み下さい。 
  山梨県立ふじざくら支援学校   ＴＥＬ（０５５５）７２－５１６１ 
                                     ＦＡＸ（０５５５）７２ー５１６４ 
  「ボランティア養成講座・サタデークラブ」担当 ：   塩島 剛  
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〈資料２〉 

 

参加希望票 

 

 

 

 

平成 20年度のサタデークラブに参加を希望します 
 

 （     ）学部 （      ）年  
   
 児童生徒氏名（            ） 

   
 保護者氏名 （           印） 

  

 連絡先（                     ） 

  緊急連絡先（                   ） 
 

 

 ＜活動希望＞ 希望する活動内容の下に参加される方の名前を記入してください。 
   一緒に参加を希望する兄弟姉妹がいる場合も名前を記入してください。 
① 身体を動かすスポーツやレクレーション
ゲームを主に行うグループ 

②ゆったりと音楽鑑賞やふれあい遊び歌・

散歩等を主に行うグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※参加を希望される方は，必要事項を記入して５月１６日（金）までに 

 この用紙を学級担任に提出してください。 
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〈資料３〉 
 

平成 20年５月１日 
ＰＴＡ会員 各位 
卒業生      各位 
 
                          山 梨 県 立 ふ じ ざ く ら 支 援 学 校                   
                          ＰＴＡ会長     堀 内 詠 子 

校   長     萩 原 公 子   
                        

サタデークラブへのお誘いとご協力のお願い 
 
 新緑の候，皆様におかれましては，ご健勝のこととお喜び申し上げます。 
 さて，本校ＰＴＡでは，今まで高等部の生徒・保護者が中心となって実施してきた「サタデークラ
ブ」をＰＴＡ活動の一つと位置づけ，小学部，中学部の児童生徒も参加できるようにし，本校の全児
童生徒の休日の余暇活動の充実を図りたいと考えました。参加者としては，本校の児童生徒・保護者
・教員・卒業生の他，ボランティアとして本校のボランティア講座を受講した地域の方々（一般・中
学生・高校生・大学生），健康科学大学・昭和大学のボランティアサークルの方々などに呼びかけて
いきたいと思います。 
 参加者全員が楽しみ，良い時間を共有することを目指したいと考えています。大勢の皆様の参加と
保護者の方々のご協力をお願いいたします。 
 
５ 目 的 
（１）児童・生徒・卒業生の余暇活動の充実を目指す。 
（２）スポーツや音楽鑑賞などの活動を通して心身をリフレッシュする。 
（３）地域の方々や，同世代の学生と交流する。 
（４）保護者・ボランティアの方々が日ごろの運動不足を解消し，普段経験することの少ない文化活 
  動を経験する機会を設ける。 
（５）親子で時間を共有し，様々な人と交流することによって「心の栄養」を得る。 
 
６ 日 時 
（１）各月土曜日を基本とする（5月から翌年 3月までの中で適宜設定する。）         
（２）午後 2時から 3時 30分まで                                                  
（３）学校行事や学生ボランティアの都合を考慮し，変更することもある。       
 
３ 場 所 ふじざくら支援学校・健康科学大学・昭和大学など                       
 
４ 参加者 
（１）本校児童生徒･･･参加希望者 
（２）本校卒業生･･･参加希望者 
（３）大学生ボランティア･･･健康科学大・昭和大学のボランティアサークル            
（４）一般ボランティア･･･本校で行うボランティア養成講座の受講生 
   ・原則として児童生徒・卒業生と保護者は一緒に参加してください。（参加希望者には詳しい 
   参加方法の説明を行います） 
   ・兄弟（姉妹）の参加も可能です。常に参加される予定の兄弟は，参加申込書にご記入くださ 
   い。 
   ・本人・兄弟の活動についての希望をうかがいます。（それぞれ好きな活動を選んでください） 
  ・保護者は基本的に本校児童生徒・卒業生と同じ活動に参加してください。 
 
５ 内 容 
   今年度は，本校全体の児童生徒に呼びかけるため，様々な実態の子どもたちが一緒に 活動をする
ことが予想される。そこで，内容を①「身体を動かすスポーツやレクレーシ ョンゲームを主に行う
グループ」②「ゆったりと音楽鑑賞やふれあい遊び歌・散歩等を 主に行うグループ」に分けて活動
したらどうかと考えている。      
     ・卒業生は年会費として一人 1000円いただきます。（在校生は必要ありません） 

・年会費の中から行事保険に加入します。 
・活動場所までの送迎は保護者の責任のもと，行ってください。 

 
 
 山梨県立ふじざくら支援学校 
  総務部  
 余暇活動部担当  深澤 陽子 
  ＴＥＬ ０５５５－７２－５１６１ 
  ＦＡＸ ０５５５－７２－５１６４ 
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〈資料４〉 

 
 
ふじざくら支援学校ＰＴＡ主催 

「サタデークラブ」について 
  
今年度の「サタデークラブ」 
 サタデークラブに申し込み頂き，ありがとうございました。今年度は，新たにＰＴＡ活動として新
しい専門部である余暇活動部が運営をしていくこととなりました。今までの活動に加え，地域の方々
とのつながりをより深められるよう，講師を招いての活動も予定しています。 
 また，小学部・中学部もメンバーに加え，高等部生徒と卒業生，保護者，教員，昭和大学・健康科
学大学の学生ボランティア，ボランティア養成講座を受講した方などの大勢の皆さんと一緒に，スポ
ーツ活動や音楽鑑賞など様々な活動を行っていきたいと考えています。 
 活動は，①「身体を動かすスポーツやレクレーションゲームを主に行うグループ」②「ゆったりと
音楽鑑賞やふれあい遊び歌・散歩等を主に行うグループ」の二つに分けて行いたいと思います。参加
したいグループの希望は，後日改めて伺います。 
 
平成２０年度サタデークラブ（ボランティア体験会）の予定 

実地日時 活動内容（予定） 会  場 
 ６月１４日（土） 
 1 4 : 0 0～1 5 : 3 0 

始めの会 
自己紹介・レクレーションゲーム 

ふじざくら支援学
校 

 ７月 ５日（土） 
 1 4 : 0 0～1 5 : 3 0 

グループ活動 
 

ふじざくら支援学
校 

 ９月２７日（土） 
 1 4 : 0 0～1 5 : 3 0 

グループ活動 
 

健康科学大学 
 

１１月１５日（土） 1
4 : 0 0～1 5 : 3 0 

グループ活動 
ボランティアさん感謝の会 

ふじざくら支援学
校 

１２月１３日（土） 1
4 : 0 0～1 5 : 3 0 

グループ活動 
 

昭和大学 
 

 ２月２８日（土） 1
4 : 0 0～1 5 : 3 0 

終わりの会 
 

ふじざくら支援学
校 

※日程については，学校行事やボランティアの方々のご都合を考慮して変更することもあります。 
※活動内容の詳細について知りたい場合やご質問などありましたら，担当者までご連絡ください。 
 
＜毎回の活動への出席について＞ 
 毎回の活動への出席を把握したいと考え，お願いしたところ，近い学年の方に連絡役としてご協力
いただけることになりました。また，卒業生の連絡調整役として渡邊愛さんの保護者の渡邊浩子さん
が引き受けてくださいました。お手数ですが，活動日の 2日前までに連絡役の方に出欠をお知らせく
ださい。 
→ 
山口大輔さん・中村章則さん 
   （H10・13年卒業生） 

 
     
廣瀬啓志さん
 

       
渡邉よしみさん・郷田佳祐さん 
    （H14・15年卒業生） 

 → 
 
橋本雄一さん
 

 
 

渡邊愛さん
（浩子さん
） 

 
 
 
 

 
 

遠山はる香さん・白井佑弥さん
高山智吏さん・渡邊真一さん・
白須誉啓さん 

   （H19年度卒業生）  
 

 
 
                 
 
 

 
 
 
 
 

連絡先 
 山梨県立ふじざくら支援学校  
「サタデークラブ」担当 深澤 陽子 
ＴＥＬ（０５５５）７２－５１６１  
ＦＡＸ（０５５５）７２－５１６４ 
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〈資料５〉 

 

ふじざくら支援学校ＰＴＡ主催 

   「サタデークラブ」へのお誘い （最新版） 

  

「サタデークラブ」とは？！ 

 「サタデークラブ」は，ふじざくら支援学校の高等部生徒，卒業生や保護者，大学生ボランティア

の皆さんが中心となって始まった土曜日の活動です。本気で汗を流すバスケットやしっぽとりゲーム

など，みんなが楽むことができ，運動不足の解消にもつながる内容で実施してきました。 

 今年度は，新たに小学部・中学部もメンバーに加え，高等部生徒と卒業生，保護者，教員，昭和大

学・健康科学大学の学生ボランティア等の皆さんと一緒に，スポーツ活動や音楽鑑賞など様々な活動

を行っていきたいと考えています。 

 「サタデークラブ」の最大の目標は，みんなで楽しむ！有意義な時間を共有する！ことです。「自

分に何ができるんだろう・・・」「何かしてあげなければ・・・」と考えず，純粋に「楽しむ」ため

に参加してみてください。また，今年度はサタデークラブの活動がボランティア体験会をかねていま

すので，養成講座を受講された方は，ぜひご参加ください！ 

 活動は，①「身体を動かすスポーツやレクレーションゲームを主に行うグループ」②「ゆったりと

音楽鑑賞やふれあい遊び歌・散歩等を主に行うグループ」の二つに分けて行いたいと思います。参加

したいグループの希望は，後日改めて伺います。 

 

平成２０年度サタデークラブ（ボランティア体験会）の予定 

（最初に配布したものと変更になりました） 

実地日時 活動内容（予定） 会  場 

 ６月１４日（土） 

 1 4 : 0 0～1 5 : 3 0 
始めの会 

自己紹介・レクレーションゲーム 

ふじざくら支援学

校 

 ７月 ５日（土） 

 1 4 : 0 0～1 5 : 3 0 
グループ活動 

 

ふじざくら支援学

校 

 ９月２７日（土） 

 1 4 : 0 0～1 5 : 3 0 
グループ活動 

 

健康科学大学 

 

１１月１５日（土） 1
4 : 0 0～1 5 : 3 0 

グループ活動 

ボランティアさん感謝の会 

ふじざくら支援学

校 

１２月１３日（土） 1
4 : 0 0～1 5 : 3 0 

グループ活動 

 

昭和大学 

 

 ２月２８日（土） 1
4 : 0 0～1 5 : 3 0 

終わりの会 

 

ふじざくら支援学

校 

※日程については，学校行事やボランティアの方々のご都合を考慮して変更することもあります。 

※活動内容の詳細や日程，参加申し込みの方法などは，ボランティア養成講座の中で改めて案内を配

付させて頂く予定です。児童生徒と触れ合う活動が多いので，麻疹などの予防接種を済ませ抗体を持

っていらっしゃる健康な方の参加を原則とさせていただきます。 

※当日ご参加いただける方については保険に加入します。料金は本校ＰＴＡがご負担します。 

※活動内容の詳細について知りたい場合やご質問などありましたら，担当者までご連絡ください。 

 

 連絡先 
 山梨県立ふじざくら支援学校 ＴＥＬ（０５５５）７２－５１６１
                             ＦＡＸ（０５５５）７２－５１６４

「サタデークラブ」担当   深澤 陽子 
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〈資料６〉 

 
 
                     平成 20年度 サタデークラブ ＜サポートカード＞ 
 
（ふりがな） 
お子さんの氏
名 

 
 
 

 男 ・ 女
 
 

愛称（      ） 
 
 

卒業生 
 

 山梨県立ふじざくら支援学校 Ｔ・Ｃ・Ｓ  小・中・高 
（    ）年卒   （    ）歳 

在校生 
 

山梨県立ふじざくら支援学校 Ｔ・Ｃ・Ｓ  小・中・高 
（    ）年  

所属・年齢 
 
 
 
 
 

兄弟 
姉妹他 

学校名（                   ） 
 学年（    ）学級（    ） （    ）歳 

保護者氏名 
 

 
 

緊急連絡先
 

 
（続柄：     ） 

排泄 
 
 

【介助】不要・要（      ）時間ごと・オムツ使用（        ）
        サイン  有り・無し （                   ）
介助内容（                              ）

移動    
 

【介助】不要・要（     ） 
    車いす 自走・手押し （     ） 

好きなこと 
 

 
 

嫌いなこと・本人がし
てほしくないこと 

 
 

気分転換の
方法 

 
 

コミュニケーション 
 サイン 

 
 

よくする会
話 

 
 

常同行動
 

無・有 
 

様子： 
対応等： 

自傷行為
 

無・有 
 

様子： 
対応等： 

他害 
 

無・有 
 

様子： 
対応等： 

危険認知
 

可・不可 
 

様子： 
対応等： 

集団への
参加状況

集団は苦手・小集団なら大丈夫 
何かあれば（                        ）

 
 
日常の特徴 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

性格 
 

人見知り・人なつっこい・慣れれば平気 
何かあれば（                        ）

着替え 【介助】不要・要（具体的に                      ）
飲食  特に配慮が必要なこと・アレルギー（                 ）

無・有 
 

いつ（   ）
 

どんな時に（                 ）
 

どんな様子（                             ）

発作 
 
 
 対応の仕方（                             ）

お
子
さ
ん
の 
様 
子
に
つ
い
て 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

その他 

 
 
 

上記以外に何かあれば，お書きください。（こだわりのあるもの，関わりのポイ

ント，遊びの終わりや行動を制する時の伝え方など） 
 
 

  
※ボランティアの方が分かるようにできるだけ，詳しく書いてください。 
 ＜サポートカードについて＞ 
・ボランティアの方たちが児童生徒，卒業生，兄弟姉妹の実態を知り，関わることができるようでき 
るだけ詳しく，サポートカードに記入していただきたいと思います。 
・個人的な情報を書いていただきますので，サタデークラブ以外で利用することはありません。 
 1年間の活動が終了したら，破棄します。 
・余暇活動部で一冊のファイルに閉じて保管します。活動前に，その回のサタデークラブで一緒に活 
動する方に見ていただき，再度回収します。（常に特定のボランティアの方が一緒に活動するとは 限
りません。） 
・児童生徒，卒業生と一緒に兄弟姉妹が参加する場合，兄弟の分のサポートカードも別に作成して提 
出してください。 
・提出･･･在校生（またその兄弟）については，担任を通して 6月 20日（金）までにお願いします。 
         卒業生については，連絡役の方と調整して連絡します。 
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親の会事業への参加をとおしてのボランティア養成の試み 

 

愛知県立三好養護学校親の会 

 

１ はじめに 

本校は自動車の街豊田市の西隣、愛知県西加茂郡三好町に設置されています。（写真-１,２）

三好町の人口は 59,621 人(平成 20 年 9 月 1 日現在)で、全国一人口の多い町です。昔から農業の

盛んな地域で、愛知用水が導水されるまでは溜池が作られ利用されてきました。今でもその名残

が至る所に見受けられ、溜池を整備しカヌー競技が盛んに行われています。また、豊田市の西隣

という地の利を生かして、トヨタ自動車の工場が三工場(三好、明知、下山)あります。最近は名

古屋市や豊田市のベッドタウンとして、豊かな自然に囲まれた閑静な住宅街があちこちに建ち始

めています。 

本校は、昭和 44 年４月愛知県心身障害者コロニー条例により愛知県立春日台養護学校三好分

校が設置され、昭和 50 年４月１日県下で二番目の知的障害養護学校として開校しました。 

昭和 54 年の養護学校教育義務制施行とともに、児童生徒数も増加し、校舎は増築に増築を重

ね、校内は階段も多く、迷路のようになっています。平成 20 年４月１日現在の児童生徒数等は

下表(表-１)のようで、10 年前に比べて約 44％増加し、過大校となっています。 

表-１ 児童生徒数・学級数・教員数の比較 

平成１１年（４月１日現在） 平成２０年（４月１日現在）  

児童生徒数 学級数 教員数 児童生徒数 学級数 教員数 

小学部  ８３人 ２０学級 ３１人 １３５人 ３３学級  ６０人 

中学部  ６８人 １５学級 ２５人  ９６人 ２２学級  ４１人 

高等部 １２８人 １７学級 ４２人 １９５人 ２９学級  ６７人 

合 計 ２７９人 ５２学級 ９８人 ４２６人 ８４学級 １６８人 

(注)教員数には校長、教頭、介護員は含めない 

           写真-１ 学校の風景                  写真-２ 学校の風景 

 

２ 親の会活動の概要 

愛知県立三好養護学校親の会は昭和 56 年５月に発足し、今年で 28 年目を迎えます。 

親の会の目的は｢学校の教育方針に積極的に協力し、子どもの育成と福祉の増進に寄与する｣

と会則にあります。更に、目的を達成するために｢①学校と家庭･施設との連携を図る。②会員の

研修及び親睦を図る。③学校の行事及び教育環境の整備充実に協力する。④その他、本会の目的
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の達成に必要な事項｣を事業として行うことを掲げています。｢みんなで子どもたちと共に｣を合

言葉に、歴代会長始め役員、会員の皆さんの理解と協力により、活動内容も充実し、安定した活

動を続けています。 

役員は、会長(1)、副会長(3)、書記(2)、会計(3)、監査(2)、相談役(1)、理事(23)の合計 35

名で構成し、毎月１回役員会を開催しています。 

親の会の活動部には昨年まで、事業部、研修進路指導部、広報部の三つの部が置かれていまし

たが、平成 20 年度から過大化した学校を解消するために、新しい知的障害特別支援学校設置の

お願いをしていくことを目的とする「準備部」を置きました。 

 

 

   

親の会の活動部の活動内容は以下のとおりです。   

(1)  事業部 

   ア 学校行事への協力 

    運動会、知的障害養護学校愛ぴっく体育大会、はあとまつり(文化祭)、卒業式への協力

を行っています。 

  イ バザー(年２回、４月親の会総会、10 月親子交流会) 

    バザーは卒業生が働いている作業所などに依頼して出店していただき、弁当、パン、お

好み焼き、飲み物等のほかに縫製製品等の販売をしています。当日は卒業生に販売してい

ただくようにして、卒業生との交流の場となっています。昼食の時間は保護者同士の交流

の場となります。 

  ウ 除草･美化作業(年２回、５月、11 月) 

    学校の運動会、はあとまつり(文化祭)に合わせて、除草･美化活動を行っています。 

  エ 校内整備作業 

    平成 18 年度からはじめた事業で、夏休みに入った最初の土･日曜日に保護者と先生方と 

で学校内の整備を行います。校舎内の壁面のペンキ塗りや雑巾掛け、窓ガラス拭きなどを 

行っています。お父さん方の特技を生かし、樹木の剪定、椅子や机の修理なども行います。 

  オ 親子交流会「じゃんぴんぐフェスタ」(年１回、10 月)(詳細は後述) 

     

(2)  研修部 

ア 研修･見学会の開催 

(ｱ) 研修見学会 

毎年１～２回開催しています。                            

主に障害者福祉施設を見学しています。 

(ｲ) 療育懇談会 

     毎年１回開催しています。 

(ｳ) 進路指導講話                   写真-３ グループ活動 

     毎年１回開催しています。                     

  イ グループ活動(５グループ)                       
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(ｱ) 和太鼓(年５回)  

(ｲ) アレンジフラワー(年３回)(写真-３）  

(ｳ) ボウリング(年５回) （写真-４）  

(ｴ) ボディストレッチ(年３回) 

(ｵ) 和・話・輪(年３回) 

     「和・話・輪」は平成 19 年度からの新しいグ

ループ活動です。毎回テーマを決めて気軽にお

しゃべりをする会です。時には卒業生の保護者

を招いて卒業後のお話を聞くこともあります。

一番の人気で毎回多くの希望者があります。           写真-４ グループ活動      

  ウ ｢読み聞かせの会｣  

    本好きの児童生徒の育成を願って始めた会です。学校とタイアップして年間約 40 回開

催しています。小学部の児童のみならず中学部･高等部の生徒も毎回楽しみにしています。

なお、年度初めには講師を招いて「読み聞かせ講習会」を開催しています。 

(3)  広報部  

  ア ｢親の会通信｣の発行 

    平成 18 年度からはじめましたが、役員会の会議記録を中心に掲載しています。年度末

のアンケートでも｢親の会の活動が分かりやすく、より身近になった｣と好評でした。 

  イ 広報｢かきつばた｣発行(年３回) 

  ウ 文集｢みよしの｣発行(年１回) 

(4)  準備部 

   学校の過大化を解消するために、愛知県や隣接する豊田市へ新しい知的障害特別支援学校

の設置をお願いしていく様々な活動を行います。（平成 20 年度から） 

 

３ 平成１９年度までのボランティアを活用した取組 

平成 16 年度からボランティアの協力を得て、事業部が中心となって「じゃんぴんぐフェスタ」

を開催しています。平成 13 年度から始まった「おやじの会」の親子交流会の試みが、「じゃんぴ

んぐフェスタ」へと発展して、今では、マンツーマンボランティアを取り込んだ親の会の一大事

業になっています。 

(1) 親子交流会 

ア 平成 13 年度 

親の会会長が男性であったため｢おやじの会｣を発足し親子交流会を始めました。７家庭の親子

が参加しました。 

イ 平成 14･15 年度 

前年度の試みをさらに発展させ、三好町の施設で、ディキャンプとして焼きそばパーティーを

行いました。平成 15 年度は、70 家庭が参加しました。 

ウ 平成 16 年度 

この年度から｢じゃんぴんぐフェスタ｣と命名し、本校の運動場でミニ運動会(競技と昼食)を行

いました。50 家庭が参加し、ボランティアは８名参加しました。 

｢じゃんぴんぐフェスタ｣の名称は、児童生徒が普段どおりに元気に飛び回れるようにという願

いと、児童生徒が楽しくピョンピョンとジャンプする様子からネーミングしました。 

エ 平成 17 年度 

本校の運動場でレクリエーション(競技と昼食)を行いました。40 家庭が参加し、ボランティ

アは 12 名が参加しました。 
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オ 平成 18 年度 

この年に初めてマンツーマンボランティ

アを導入しました。本校の運動場で児童生徒

はボランティアとスタンプラリーゲームをし

ました。体育館で昼食(カレーライス)を一緒

に食べ、アトラクションを楽しみました。ま

た、模擬店も２店を開き、児童生徒も買い物

を楽しみました。 

その間、保護者は教室で先輩保護者との懇

話会に参加しました。先輩保護者のお話は何

よりの励ましとなり、元気と活力をいただき

ました。77 家庭の参加があり、マンツーマン

ボランティア、アトラクションボランティア、

アドバイザーを合わせボランティアは合計

110 名、総勢 380 名が参加して会を支えてく

ださいました。 

カ 平成 19 年度 

本校の体育館が耐震化工事により使用できなくなり、小学部と交流のある三好町立南部小学校

をお借りして実施しました。児童生徒はマンツーマンボランティアと体育館で、プロレス観戦や

アトラクション、お笑いライブを楽しみました。 

中庭では、保護者、兄弟姉妹を対象とし、「体験談を聞いてパワーアップしよう」と銘打ち、

障がい児・者の兄弟姉妹のシンポジウムを開きました。前年度の保護者対象の懇話会が好評だっ

たため、この年は兄弟姉妹版を試みました。 

児童生徒はマンツーマンボランティアと一緒に昼食のカレーライスを食べました。体育館付近

では模擬店３店と呑父（おやじの会）による販売も行いました。91 家庭と 134 名のボランティ

アが参加しました。ボランティアとしてはマンツーマンボランティア、アトラクションボランテ

ィア、スタッフボランティア、託児ボランティア、アドバイザーとさまざまな形のボランティア

して活躍していただきました。本校の先生方もサポーターとして参加してくださり、総勢 440 名

で一日を楽しみました。 

(2)  地域への啓発活動としての親子交流会とボランティア養成 

「じゃんぴんぐフェスタ」が親の会の事業として定着するにつれて、この「じゃんぴんぐフェ

スタ」をとおして、児童生徒の居住地域や三好養護学校の近隣の方々に障がいのある児童生徒の

ことをもっと知っていただこうと考えました。地域の皆様に、ボランティアとして参加いただけ

たなら、より一層障がい児・者の理解が深まっていくのではないかと考えたのです。 

児童生徒は多くの人々(ボランティア)との触れ合いをとおして人に慣れることができます。地

域の皆様の理解が進むと同時に、児童生徒には地域における様々な活動に自ら進んで参加しよう

とする意欲を育てることができると思います。 

そして、やがては三好養護学校の児童生徒、卒業生、そして保護者を含めた皆がそれぞれの地

域で、豊かな生活を送ることができるようになれば素晴らしいことだと考えました。 

ボランティアの方たちには、知的障害のある児童生徒との触れ合いをとおして、支援の仕方を

体得していただきたいと思います。さらに、ボランティアとして必要な知識、技能、態度を身に

付けていただくことで、意識も高めていただけるのではないかと考えます。一方、保護者や学校

が、必要なときに、必要に応じたお願いができるボランティアを養成するシステムができたらよ

いと思います。このような実践をとおして、最終的には、多くの方々が障がいのある児童生徒を

 写真５ アトクションボランティア 
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個性のある児童生徒として、自然に受け入れる社会、インクルーシブな社会の実現に一歩でも近

づくことになるのではないかと考えました。年一回の事業ではボランティアの養成は難しく、な

かなかボランティアが育たない状況でした。そこで、次のような課題を再確認し、平成 20 年度

に申し送りました。 

(3)  ボランティアを養成するための今後の課題 

ア 「じゃんぴんぐフェスタ」で関係が結ばれた団体(行政、学校、企業等)との結びつきを

広げ、幅広くボランティアを募ることができるようにしていくこと。 

イ 年一回の事業では、ボランティアをうまく生かせないため、活動内容や参加の仕方が分

かりやすい複数の事業を実施する必要性があること。 

ウ 地域の活動だけではボランティアの定着が難しいため、啓発活動の意味も含めて、学校

の各種行事に積極的にボランティアをお願いし、ボランティアを養成していくこと。 
 

４ 平成２０年度のボランティア養成事業の取組 

平成 20 年度は全国特別支援学校知的障害教育ＰＴＡ連合会の研究助成をいただけることにな

り、親の会としてボランティア養成事業に本格的に取り組むことになりました。取り組むにあた

り、昨年度までの課題を踏まえ下記の方針を立ててボランティア養成事業に臨むこととしました。 

① 親の会の複数の事業（一部学校行事）にボランティアの参加をお願いする。 

② 平成 19 年度までの「じゃんぴんぐフェスタ」等で依頼したボランティア団体を中心に、

幅広くボランティアを依頼するとともに、学校の存在を知っていただく啓発活動を行う。 

③ 資料（テキスト）を作成し、ボランティア講座を実施することをとおして、ボランティ

アの質の向上を図る。 

ボランティアを依頼する回数を昨年までの、「親の会校内環境整備」、「夏の学校」（小学部）、

「サマースクール」（中学部）、「じゃんぴんぐフェスタ」の４回から、平成 20 年度は新しい親の

会の事業として「避難所体験＆秋まつり」を加え５回を計画しました。 

また、平成 20 年度は、障がい児理解のためのテキストの作成やボランティア講座の工夫によ

り、ボランティアの質の向上を図ることにしました。 

 
(1) 校内整備作業でのボランティア養成 
夏休みの最初の土、日曜日に保護者と先生方とで学校内の整備を行う事業を始めました。平

成 18 年度は校舎内のペンキ塗りをしました。平成 19 年度は、樹木の剪定・ベンチや腰掛けの

修理、建具の修理を行いました。 

平成 20 年度は、遊具のペンキ塗り、山コースの散歩道の整備等を行いました。ボランティ
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アの方々には暑い中、作業に取り組んでいただき、ありがたく思うとともに学校内の現状を理

解していただくよい機会となりました。 

表-２ 校内整備作業への参加者一覧 

保  護  者 
日  時 

小学部  中学部 高等部
職員  ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 計  総計  

午前 １５ ９ ２７ ３４ ３ ８８ 7月 

19日 午後 １ ３ ２ ２３ ６ ３５ 

午前 ６ ７ １０ ７１ １７ １１１ 7月 

20日 午後 ２ ３ ５ ９ ０ １９ 

２５３ 

  合計 １３７ ２６ ２５３  

ア ボランティアの募集(表-２参照) 

三好町社会福祉協議会に依頼したところ、申し込みがあったのは２日間で２６名でした。 

イ ボランティア講座の実施 

児童生徒とかかわれなかったので、学校内の見学をして様子を知っていただきました。 

ウ ボランティアの活動内容 

遊具のペンキ塗りや除草作業、敷地の裏山の散歩道を造る作業を行っていただきました。 

 エ ボランティア養成の成果 

ボランティアには、学校の環境面での現状を知っていただけました。また、一部のボラン

ティアの方は学校行事（文化祭）での手伝いも約束されました。 

(2) 夏の学校とサマースクールでのボランティア養成 
ア ボランティアの募集 

本校では夏休みに入ってすぐの週に小学部が夏の学校を、夏休みの終わりに中学部がサマース

クールを実施しています。従来は、児童生徒と保護者と先生方とで行ってきましたが、平成 20

年度は豊田市社会福祉協議会主催の「ボランティア体験隊 2008」に協力を依頼しました。 

            表－３「ボランティア体験隊２００８」開催要項 

 

 
「ボランティア体験隊２００８」開催要項 

 
１ 目  的 市民がボランティア体験できる機会をつくり、参加者が体験を通して福祉活動、又は地域社会に対しての関心や理解を 

深めることを目的として開催します。 
２ 主  催 豊田市社会福祉協議会 
３ 後  援 トヨタボランティアセンター・（財）あすて 
        とよた市民活動センター・社会福祉法人愛知県社会福祉協議会  
４ 内  容 ボランティア体験種別 
       ※参加者は２日間（２回以上）の体験ができるようプログラムの設定をします。 
       ① ２日間以上の体験  例：施設団体の普段のボランティア活動や行事へ参加 
       ② 宿泊を伴う体験 
       ③ 長期参加型の体験 
       ④ その他の体験 
５ 開催方法 豊田市内の福祉施設や団体が体験プログラム(日程、体験内容など)を企画し、その体験プログラムで参加者を募ります。
６ 体験期間 平成２０年7月１９日(土)～平成２０年8月３１日(日) 
７ 参加対象 豊田市内在住または在学・在勤の中学生以上の方 
８ 経  費 交通費や食事代、その他宿泊費など参加にかかる費用は、参加者負担とします。 
９ 保  険 参加者全員にボランティア保険（２６０円以上）に加入していただき、その保険の範囲内での補償となります。 
10 申 込 み 参加希望者が体験プログラムの中から参加先を選び、申込期間中に所定の用紙でボランティアセンターに申し込みます。
11 問合せ先 豊田市社会福祉協議会 地域福祉課 ボランティアセンター 
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小学部・中学部合わせて 10 日間総計 20 名の依頼を社会福祉協議会に出しましたが、参加申し

込みがあったのは中学部のサマースクールへの、２日間の２名のみでした。 

イ ボランティア講座の実施 

講座は実施しませんでしたが、開始前の時間を使って教師や保護者から、児童生徒との接し

方についてポイントを説明しました。 

ウ ボランティアの活動内容 

平日でしたが、社会人のボランティアで初日は調理の補助、２日目は運動遊びの補助活動を

お願いし、生徒と実際に触れ合っていただきました。 

エ ボランティア養成の成果 

体験終了後、ボランティアと方々に感想をうかがうと、児童生徒との触れ合いを非常に好意

的に受け止めてくださっていることがわかりました。また、先生方からも「よい方だった」「今

後も機会があればお願いしたい」との感想をいただきました。ボランティアの方は、養護学校の

ことを知りたいという気軽なきっかけから参加し、障害のある児童生徒との触れ合いをとおして

支援や介助に興味や関心を持たれ、今まで以上に意識を高められたと感じました。 

 

 

(3) 「じゃんぴんぐフェスタ２００８」でのボランティア養成 
ア 「じゃんぴんぐフェスタ」の目的 

(ｱ) 三好養護学校の児童生徒、卒業生、そして保護者や家族全員がそれぞれの地域で、豊

かな生活を送るため、さまざまな地域の活動に自ら参加しようとする意欲を育てる。 

(ｲ) 児童生徒は、多くのボランティアさんとの触れ合いによって家族以外の人に慣れる。 

(ｳ) ボランティアに障がいに対する理解を深めてもらう。 

(ｴ) 保護者・家族には、日頃体験できない講座や、体験をとおして楽しさや明日へのエネ

ルギーを感じてもらう。 

イ 「じゃんぴんぐフェスタ」のテーマ 

テーマは障がいがあってもなくても一緒に一日を過ごしたいとの思いを込め、「みんなで一緒

に」としました。 

感想文 (振り返りシートより） 

① 今回の体験対に参加した理由は？ 

 地域で暮らすいろいろな子どもさんとの触れ合いと、今まで知らなかった学校を知りたいと思った。 

② この体験体で楽しかったことはなんですか。 

 生徒さんと共に過ごせた時間です。１日目の調理実習では、先生の言葉掛けで生徒さんが試食を私の手の平にのせてくれました。 

「いただきます」「はい、どうぞ」の言葉掛けがとてもうれしかった。 

２日目、運動：流れてくる音楽に合わせて自然に体も動き、ニコッと笑顔があったことがうれしかった。エアートランポリンは 

理屈なく、体の動きを大きく感じてみんな笑顔がはじけていた。 

③ この体験で学んだことは何ですか。 

 多くの先生、保護者の方々 の支えで地域の中で生活している多くの子どもたちがいることを知りました。一人一人個性のある 

大切な存在であることに気付きました。体験させていただける時間内に声をかけたりして自ら行動し、楽しむことを学びました。 

④ この体験隊を経験して、これからの自分の生活の中で生かしたいことはなんですか。 

日常生活の中で、見て、聞いて、話して、常にいろいろなことに関心をもつ。そして、自ら動いて、自分のできることをできる 

範囲で社会に生かしたいと思った。 
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ウ 「じゃんぴんぐフェスタ」のプログラム 

年度当初、プログラムのアウトラインを決め、出演団

体の交渉や各ボランティア団体、各学校、大学への案内、

募集を開始しました。昨年度の要望から午前中は児童生

徒には、体を動かすプログラムを、保護者（特に母親）

向けとして癒しの講座を、小さい兄弟が退屈しないよう

に人形劇をそれぞれ企画しました。そして、午後は全員

が一つの場所で音楽を聴きながら、ゆったり過ごせるよ

うな企画をしました。具体的な内容は表４を参照してく

ださい。 

 

 

 
表４ ボランティア募集要項 

 

～じゃんぴんぐフェスタ２００８～   
さて三好養護学校親の会では、本校児童生徒が多くの方と触れ合いながら楽しい一日を過ごす 
ことを目的にして「じゃんぴんぐフェスタ２００８」を計画いたしました。 

つきましてはこの活動に貴ボランティアの皆様のお力をお借りしたいと存じます。 

是非ともご参加頂きますようお願い申し上げます。 

                           記 
１ 日 時  平成２０年１０月１８日（土曜）午前９時３０分～午後３時            
２ 場 所  愛知県立三好養護学校運動場及び体育館（雨天時は体育館）  

                   愛知県西加茂郡三好町大字打越字山の神１番地２       
３ 対象者    知的障がいのある子供に関心のある方ならどなたでも！ 
４ 内 容  

時間 児童生徒・保護者他家族 保護者 小さい兄弟姉妹 

10:00～10:30 受付及びボランティアとの顔合わせ     運動場 

10:30～10:45          開   会   式         体育館 

午前の部 

10:45～12:15 

みんなで 

体を動かそう！ 
～三好ソーラン体育館

ボンバーズ演舞～ 

～ミニゲーム 運動場 

＆運動会～ 

癒されたい方 

どうぞ！ 
～アロマテラピー 

講習会～ 

会議室

ちびっこも 

楽しもう！ 
～人形劇が 

あるよ～ 

校内教室

ランチタイム 

12:15～13:00 

〈みんなで昼食を食べよう！〉 

～模擬店で買い物体験してね～   体育館付近 

午後の部 

13:00～14:00 
〈みんなで音楽を楽しもう！〉 
～アルパ演奏～ 

～バンド演奏～   体育館 

14:00～          閉   会   式     体育館 

    ※ＤEＰとはプロレスのボランティアグループのことです。 
５ その他 

＊  粗食ですが、昼食を準備させて頂きます 
＊ 飲み物はご持参ください（模擬店での購入可） 

＊ 動きやすい服装と両手の空く状態での活動お願いします。 
＊ 行事保険に加入いたします（当方負担にて）。 
＊ 事前説明会を予定しています（申し込み後にお知らせします）。 

＊ 台風接近等の場合前日の１８時に開催の有無を決定し三好養護学校親の会ホームページに掲載します。

＊  申し込みは ＦＡＸ （０５６１）３２－＊＊＊＊又は上記アドレスまで 

ボランティア養成ポスター 

DEP※ 
緊急参戦！

いろんな音楽にふれて

みてね♪ 
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エ ボランティアの募集 

マンツーマンボランティアの確保のために、25 校の高校や大学にボランティア募集要項を持

って、ボランティアのお願いをしに出向きました。また、本校に介護等体験で来校した大学

生にも直接呼びかけをしました。その他、地域の社会福祉協議会や過去の「じゃんぴんぐフ

ェスタ」に参加された企業やサークルを始め、関係者の縁故も使って声をかけさせていただ

きました。 

オ ボランティア講座の実施 

(ｱ) 期 日  第 1回 平成２０年９月２７日（土）午前１０時３０分から（参加者 10名）
第２回 平成２０年１０月４日(土) 午後２時から（参加者９名） 

(ｲ) 場 所  三好アイモール 会議室 
(ｳ) 内 容 
ａ 「じゃんぴんぐフェスタ 2008」の説明 
当日は、本校の先生から児童生徒と接するための簡単なアドバイスをうけたあとに、担当する

児童生徒と対面してマンツーマンボランティアが始まること。当日、保護者が記入した児童生徒

の紹介カード(表－５)と顔写真をボランティアに渡すこと。また、保護者から児童生徒への支援
や介助のポイントについて直接聞く機会があることを話しました。 
ｂ  児童生徒の障がいの特性に応じたかかわり方の説明 

① 障がいといっても一人一人違うので、一つの個性ととらえてほしい。 
② 伝えたいことは短く、分かりやすい言い方で伝えてほしい。 
③ 頭ごなしに「ダメ！」と否定的に言うのではなく、「～しようね」という言い方で伝えて

ほしい。 
④ わからないこと、困ったことがあったら、遠慮なく先生や保護者、担当者に声をかけてほ

しい。 
⑤ 両手が使える状態での支援や介助をしてほしい。 
⑥ 今後の活動の参考にさせていただくため、当日、終了後にアンケートに協力してほしい。 
⑦ ミネルバ書房の了解を得て作成した、ボランティア向け携帯版手引き「自閉症について」

(巻末資料１の１，１の２参照)、「ダウン症について」(巻末資料２の１，２の２参照)、「知

的障害について」（巻末資料３の１，３の２参照）を配布して説明をしました。 

カ ボランティアの活動内容 

 当日は、児童生徒とマンツーマンで活動するマンツーマンボランティア、アトラクションをし

ていただくアトラクションボランティア、親の会バザーを手助けしていただくスタッフボランテ

ィア、それに小さなお子さんの面倒をみていただく託児ボランティアとして活動していただきま

した。総勢 135 名のボランティアに参加していただき、サポーターとして、本校の先生方 30 名

も参加していただきました。 

キ ボランティア養成の成果と課題 

「じゃんぴんぐフェスタ」となって、今回で５回目となりました。参加者も平成 19 年度から

400 名を超え、親の会事業のメインイベントとなりました。 

当日は天候にも恵まれ、会場には児童生徒の明るい笑顔とボランティアの優しい笑顔が見られ

ました。毎年参加してくださるボランティアもみえ「今年も会えましたね」「お久し振り」とい

う声も聞かれました。 

成果としては、毎年参加してくださるボランティアが、初めて参加するボランティアに児童生

徒へのかかわり方をアドバイスするなどの場面が見られ、ボランティアが参加する事業を毎年実

施することの大切さを学びました。また、「じゃんぴんぐフェスタ 2008」のマンツーマンボラン

ティアのアンケート（巻末資料４の１，４の２参照）の意見として、全員が「今後もこのような
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事業に参加したい」と答え、感想として「よい体験になった」「とても楽しかった」などの好意

的な意見が多く、ボランティア養成事業としての意義があったことがあげられます。 

アンケートから「ボランティア養成講座に参加できない人への説明の機会の確保」「ボランテ

ィアと保護者や教員との連携の方法」等、ボランティアの方々から、今後親の会として考慮して

いかなくてはならない課題を多く示唆していただきました。 

また、親の会事業部が中心になって運営していますが、その負担がかなり大きいこと、そして

児童生徒の参加が年々増える中でボランティアの人数の確保、当日のボランティアの欠席への対

応などが課題ではないかと思っています。 

■保護者の携帯番号■

           －      －

小 ・ 中 ・ 高

           年           組 ・必要

血液型
              型 （ + ・ - ）

ふりがな

氏   名 ・不必要

じゃんぴんぐ
フェスタ
2008

紹介カード

写    真

好きなこと・得意なこと

キライなこと・苦手なこと

排泄の介助
対応、サインなど・・

その他気を付けてほしいこと

 

表－５ 紹介カード 

 

 

５ 新しい取組「避難所体験＆秋まつり」 

 (1)   取組の経緯  

いつ起こるかわからない自然災害に遭遇した時、知的障がいのある児童生徒は初めての場所や

でき事が苦手であるため、避難所で生活することは難しいだろうと多くの保護者は考え、不安を

抱えています。普段から通い慣れている学校であっても、休みの日に出掛けて行くことや夕方か

ら出掛けるだけでも、奇声をあげたりパニックを起こすことが予想され、保護者にとっては気が

重く不安です。その原因の一つには親子での様々な経験が少ないことや、支援者の理解があまり

進んでいないからだと感じています。 
そこで、学校を避難所と想定し支援者も交えて疑似体験をしておく必要があると考えました。

学校が「大規模地震に対するアンケート」(巻末資料５の１，５の２)を実施した結果、大規模災
害に対する保護者の意識が低いことも分かり、勉強会を組み入れることにしました。また、同時

に秋まつりも取り入れて、児童生徒が夜の活動に慣れる機会を試みることとしました。 

 

① 当日参加予定の保護者の携帯番号を記入 

（緊急の場合に必要） 

②   所属学部に○をつけ、学年、組を記入 

③   氏名は見やすく、大きく記入 

（ふりがなも忘れずに記入） 

④     好きなこと得意なこと、なるべくたくさん記入 

⑤ キライなこと・苦手なことは具体的に記入 

（一番大切なことなのでわかりやすく記入） 

⑥  その他気をつけてほしいこと 

パニック、自傷、他害なども含め記入 

（その時の対応についても記入） 

⑦ 写真はあれば貼って下さい。 

なければ事業部で撮影。  

＊⑤～⑦については当日ボランティアさん 

と顔合わせする際に“これだけは・・・”という点を 

直接伝えていただけると、より伝わると思います。 
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(2) ボランティアの募集 
 じゃんぴんぐフェスタと同様に、高校や大学にボランティアをお願いしました。また、三市三

町の教育委員会、福祉課、社会福祉協議会にもお願いして回りました。その結果、当日は 39 名

のボランティアの参加がありました。   

   

(3) ボランティア講座の実施とボランティア活動の内容 
平成 20 年９月 27 日に実施した「避難所体験と秋まつり」の開催前の時間を利用してボラン

ティアの方々に「障がいの特性に応じた配慮と関わり方」（巻末資料６）を使いボランティア講

座を実施しました。講座では、主に以下の内容を話しました。 

① 知的障がいの児童生徒をもつ保護者

としての思い・願い・支援の仕方やか

かわり方。 

② 「ボランティア登録へのお願い」用

紙への記入。（今後の親の会の事業、学

校の行事等において必要な時に個人宛

に連絡するため） 

③ 児童生徒の支援方法について質問や

困ったことなどがあれば、法被を着用

したアドバイザー(教員)に尋ねること。 

ボランティア活動の内容として、会場の

準備や機材の設置、食料品の配布秋まつ

りのコーナー手伝い、講演や講話の講師

をお願いしました。 

(4) 避難所体験の活動の内容  
ア 避難所体験 

時間に合わせ、家から各々家族単位で

毛布と懐中電灯を持って体育館に集まり

ました。体育館前の受付では赤十字奉仕

団のボランティアの方からスティック乾

パンやアルファ米が配布されました。そ

の場で封を開け手順に従って調理体験し

ました。すぐには食べることができない

ので、待つ体験をしました。体育館内で

は仮設トイレや間仕切りパーテーション

が設置されており、ボランティアの説明に

従って家族単位で体験してみました。また

各市町の防災マップや防災グッズを手に

取って確認する姿がみられました。 

イ 開会式 

(ｱ) 校長先生挨拶 

(ｲ) 親の会・呑父挨拶 

(ｳ) 来賓紹介 

(ｴ) ボランティア紹介 

ウ 防災についての勉強会(写真６) 

皆さんこんにちは「呑父初めての研修会と秋まつり」がこのようにたく

さんの方々 の温かいご理解とご協力のおかげで、開催できることをとても

うれしく思います。ありがとうございます。今回の避難所体験のきっかけ

は、「いつ起こるか分からない自然災害。被災した時、私たちの子どもが

果たして居住地の避難所で毛布にくるまって生活が送れるだろうか? 絶

対できない、難しい。でも一度は、保護者も子どもも体験しておくべきだ」

という意見がありました。そこで校長先生と相談をしながら今日に至って

います。さて、今から実際に学校の体育館で避難所体験をしてみます。多

くの方々 からお話しをお聞きすることで、障がいをもつ子どもの親として

何かが見えてくるのではないかなぁと思います。私も勉強したいと思って

います。自分の命は自分で守らなければならないですからね。また同時に

楽しい秋まつりも体育館の外で行います。盆踊りもありますので皆さんで

きるだけ8時までお付き合いください。子供さんの都合もあると思います

ので、途中でそっと帰宅されても構いません。楽しく有意義な時間を過ご

しましょう! 

   この後、勉強会の時間になります。ここで準備の都合上少し時間を設

けます。お子さんは新校舎９棟で遊ばせておくことも可能です。エアート

ランポリン、ビデオ観賞、工作、音楽あそびを準備しました。ご支援いた

だける大学生のボランティアさん、社会福祉協議会からのボランティアさ

ん、個人ボランティアさん、学校の先生方がみえます。お子さんの状況に

応じてご利用下さい。          呑父会長のあいさつ 

写真６ 防災についての勉強会 
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家族単位で毛布に座り、豊田市こども発達センターの相談員谷澤雄樹様より「避難所生活のポ

イント」について助言を受け、配布された非常食を試食しました。 

続いて、愛知県防災局危機管理課森昭夫主査様より、パワーポイントで実際の地震や避難所生

活の動画を見ながら、地震で死なないための「日ごろの備え」「地震……その時」「避難生活」に

ついての講義を聞きました。保護者の方々は真剣な表情で話に耳を傾け、自分(家族)の命を守る

ためには、まず自分が動かなくてはいけないことを改めて確認しました。 

最後に、実際に 2000 年 9 月の東海豪雨で被災した、障がい者の人たちへのボランティア活動

を体験したＮＰＯ法人コンビニの会の代

表大川美知子様の講話があり、地域のつ

ながりやネットワークの大切さを教えら

れました。 

エ  防災体験・研修会 

(ｱ) 救命ボランティアによるＡＥＤ

簡単講習会 (3 回実施) 

人形を使いながらＡＥＤの使用方法

を分かりやすく学びました。 

(ｲ) 消防署員による消化器取扱い訓

練講習会(適宜実施) 

素早く水消火器を操作し、炎が描か

れた的に向けて消火する体験をしま

した。 

(ｳ)  消防署員によるはしご車の作動見学（写真７） 

13 階建てのビルまで届く長いはしごを目の当たりにした参加者は一様に驚きました。 

(ｴ)  救急車の見学 

普段近くでは見られない救急車の設備を じっくりと見学しました。 

(5)  秋まつりの実施 

学校では、ふだんは明るい時間に生活をしています。児童生徒が夜間の学校での活動にも慣れ

るための避難所体験を終えた後に、秋まつりを実施しました。秋まつりでは、児童生徒が楽しめ

るように、夜店を６店出店してゲームコーナー(写真８)を設け、親の会有志による踊りやダンス

を実施しました。児童生徒は、夜の学校で行われる初めてのイベントを体験しましたが、パニッ

クを起こすこともなく、ボランティアと楽しい一時を過ごすことができました。 

今後も万一に備えて、夜の学校でも混乱することなく安定した心理状態で過ごせるように、こ

のようなイベントをとおして体験を積むことが必要だと思いました。 

なお、夜店やゲーム、踊りとダンスは以下の方々に協力をいただきました。 

■ 夜店 

・社団法人愛知県セルプセンター 

県内の施設で作られた製品の販売、

施設への仕事の斡旋を主に事業とし

ています。 

・ＮＰＯ法人なかまの家(ﾎﾟﾚﾎﾟﾚ)    

在校生、卒業生が利用している事  

業所です。 

・豊明福祉会マーメイドカフェ 

在校生、卒業生が利用している事業

写真７ はしご車の作動見学 

写真８ スーパーボールすくい 
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所です。 

・コンビニ 

在校生の保護者が経営しています。 

・地域の焼鳥屋 

ご賛同いただき出店願いました。 

・呑父の店（餃子と豚汁） 

ボランティアか担当しました。 

■ ゲーム 

・輪投げ、おやつゲット、金魚すくい、スーパーボールすくい、ヨーヨーつり 

 兄弟姉妹のボランティア、個人ボランティアが担当しました。 

■ 出し物 

・盆踊り、ダンス 

保護者の有志が担当しました。 

(6)  取組の成果と今後の課題 

当初、この避難所体験を計画していた時期は夏休みの終わり間近でした。長い夏休みを家で過

ごすことが多い児童生徒に外出の機会をと考え設定していました。しかし当日、大雨洪水警報が

本校在校生の居住地に発令され延期となってしまいました。予定していたボランティアを始め各

自治体の防災課や消防署等に、延期のお知らせと次回の予定確認に回るとともに、再度内容を検

討しました。夏まつりを秋まつりに変更し、児童生徒と保護者が参加しやすい状況を設定し、開

催に至った事業でした。 

障がいのある児童生徒の保護者の防災に対する意識を高められたかどうかは分かりません。ま

た、ボランティアの支援のあり方についても「今回はマンツーマンボランティアではないの？」

といった保護者からの声もあり、多くの課題を残した形になりました。 

障がいのある児童生徒にとって、初めての場所や突然の出来事はパニックを引き起こし、保護

者もその周りの人々も混乱することが確実に予想されます。学校という毎日通い慣れている場所

が、どのような形であれ避難所に指定されれば、保護者が今よりは安心できることは間違いない

と確信しました。 

学校と保護者と地域が、そして何よりも支援者が障がいのある児童生徒を中心に協力し合い、

防災に対しての対策を進め意識を高めるためには、毎年の親の会恒例事業としていくことが必要

だと感じます。 

マンツーマンボランティアの形として、平成 18 年度から取り組み定着している「じゃんぴん

ぐフェスタ」と今回の「避難所体験」をタイアップすることで、より多くのそして多方向からの

ボランティアに、参加していただくことが可能になります。来年度から、是非とも取り組みたい

親の会の事業です。また、事業を開催する度にボランティア登録をしてもらい「いつでも必要な

時にボランティアを利用できる」そんな仕組みができるといいなと感じています。 

最後に、いろいろな角度から多くの支援をいただくためには、何といっても保護者が居住地域

の中で障がいのある我が子のことを広く知ってもらい、保護者と学校が一緒になりボランティア

を取り込み、育てることが何より必要なことだと思います。 

 

６ ボランティア養成事業に取り組んで 

全国特別支援学校知的障害教育校ＰＴＡ連合会の研究助成を受け、地域の人々に知的障害養護

学校の存在を知っていただくための啓発活動を行うこと、ボランティア講座の実施によりボラン

ティアの質の向上を図ること、実際のボランティア活動をとおして、より障がいのある児童生徒

の理解を図ることを目標にボランティア養成事業に取り組んできました。 
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実際に取り組んでみて、多くの課題が見えてきました。第一に親の会の組織の連携のあり方で

す。事業の計画ができていたにもかかわらず、情報の共有と共通認識不足でいざ始めてみると足

並みがそろわず不協和音が生じたことです。第二に親の会の組織のあり方です。今回の事業は、

ほとんどが事業部に任され、親の会全体の事業とならなかったことです。この二点については、

今後親の会役員会で課題としてしっかり反省して、平成 21 年度に向けて生かしたいと考えます。 

親の会の課題のほかに、ボランティアをどう集めるかが大きな課題です。特に、ボランティア

講座への参加者が少なく苦慮しました。しかし、始めたばかりの事業です。今後も継続して多く

のボランティアが参加していただける講座を積極的に計画していきたいと思っています。 

課題ばかりでなく多くの成果もありました。平成 20 年度から始めた「避難所体験」は、近い

将来必ず襲来すると言われている大規模地震に備えたもので、先駆的な取組として新聞（巻末資

料７参照）にも取り上げられ、多くのボランティアに協力をいただきました。また、本校では初

めてボランティア講座のテキスト(巻末資料１の１，１の２，２の１，２の２，３の１，３の２

参照)も作成することができました。親の会のボランティア養成事業の呼びかけで、学校行事へ

の地域住民の参加も増加しました。これも、全国特別支援学校知的障害教育校ＰＴＡ連合会の研

究助成をいただいたおかげと感謝しています。 

「じゃんぴんぐフェスタ」も、５年を経て形ができあがってきました。ボランティア養成事業

も毎年開催する中で、必ずボランティアの参加も増加し、本校親の会の特色ある事業となってい

くと考えます。 

今年、初のアフリカ系アメリカ人がアメリカ合衆国大統領に選出されました。国連総会で人種

差別撤廃条約が採択されたのが、1965 年のことでした。息の長い取組の成果と思われます。イ

ンクルーシブな社会の実現に向けて一歩一歩確実に世界も、そして日本も歩んでいるように思わ

れます。本校親の会のこのささやかな取組が、障害があっても無くても人として同じように豊か

に暮らすことができる社会の実現につながることを願ってやみません。 
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巻末資料１の１ 
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巻末資料１の２ 
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巻末資料２の１ 
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巻末資料２の２ 

 

 

 

 



 

- 19 - 
 

巻末資料３の１ 
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巻末資料３の２ 
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巻末資料４の１ 

 

1. 性別                    年代 
 

 

 

2. ジャンピングフェスタをどのように知りましたか？ 
 

 

 

3. 知的障がい児（者）との交流経験は？ 
 

 

 

 

 

4. マンツーマンボランティアは大変でしたか？ 
 

 

 

                                

 

5. 児童生徒とコミュニケーションは？ 
 

 

 

6. 養護学校の先生のアドバイスはどうでしたか？ 
 

 

 

否定的ではなく肯定的にいう点 

初めて接する方への接し方を再確認できた 

先生や親御さんに頼ればいいと気が楽に 

先生からだと説得力がある 

対応方法について 

 

7. 保護者や養護学校の先生と話ができましたか？ 

 

 

 

 

優しくいろいろ教えてくれた                  アドバイスをもらって安心した 

子どもの特徴や対応がわかった            とても明るく前向き 

当たり前だと思った事が違うと気づかされた      とても大変だが元気 

子どもを心配したり、しっかり理解していると思った 

人生相談してしまった。                                        お礼を言われてうれしかった 

男性    22名 女性   27名 10代  ２０名 ２0代  22名 
３０代以上

７名 

学校   ３９％ 親の会  ３５％ その他18％ 知人 6％

ある   78％ ない 22％ 

大変ではなかった   ７６％ 大変  24％ 

とれた   84％ とれなかった  １６％

参考になった ８４％ ならなかった  16％ 

できた   ６０％ 無回答   40％ 

市町村 

2％ 

職場 

青少年センター 

大学のサークルで  ボランティア体験隊で 

支援員として勤務  特殊学級の担任をしていた 

介護体験で   中学、高校の時ボランティアで 

実習で     じゃんぴんぐフェスタで 

兄弟に障がいがある 

あちこち行ってしまって  ムカデをつかまえようとして 

初めは言うことをきいてくれなかった  接し方に困った 

何を話しかけていいかわからなかった 
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巻末資料４の２ 

８ 知的障がい児（者）に接しての印象は？ 

一般的なイメージと違い、とても大人しく自分のイメージが一変した 

元気で笑顔でとてもよい経験ができた 

初めは空気のように扱われていたが、信用してくれると良い子だった 

色んな所へ出かける等して楽しいことをたくさん体験してほしい 

素直さが伝わってすごく楽しかった 

対応がわかれば一緒に楽しめると実感できた 

アニメの事を教えてくれた 

お母さんになついていたので、慣れればもっとコミュニケーションがとれるのかな 

心で接すれば応えてくれる 

元気だが繊細 

子どもにいやされた 

障がいもひとつの個性 

思ったより大変 

個性が豊か 

もっと子ども達のことを知りたくなった 

 

 

９ 今後もこういった取り組みに参加したいですか？ 

 

 

 

 

10 じゃんぴんぐフェスタ２００８に参加しての感想 

父親や兄弟姉妹の参加があり、とても良いと思った 

介護を母親任せではなく色々な人と関わる事で、本人も周囲も成長すると思う 

障がいがあっても工夫すれば誰でも仲良くなれる 

普段体験しにくいプログラムだったが、楽しめた 

事前の説明がもう少しほしかった 

高校生、大学生のボランティアがたくさん参加していて心強かった 

マンツーマンで接する機会が得られて良かった 

もっと一緒に楽しめるゲームがやりたかった 

ずっと2人で草むしりをしたが、それも楽しかった 

トイレに石けんがほしかった（子どものおしりをふいたので） 

音楽がとても美しくまた聴きたい 

まだまだ自分は未熟だと思った 

いろいろな人が笑顔になれるステキな会だと思った 

いい体験になった 

とても楽しかった 

また参加したい 

 

 

 

 

 

 

 

 

したい  100％ 
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巻末資料５の１  
大規模地震に対するアンケート集計結果について 
平成 20年７月１１日に実施しました。大規模災害に対するアンケートへの御協力ありがとうございました。 
 保護者様の一番の御心配は児童生徒の身の安全をいかにして確保するかという点でした。 学校としましては学校と職

員が無事である限りは保護者様がお迎えにきてくださるまでお子様を責任をもってお預かりします。ただ、何が起こるか

わかりませんので、保護者様や自治体とも協力してできるだけの準備はしておくことが必要だと思っております。 
 緊急地震速報が発令されたときには必ず学校にお迎えにきていただくこととなりますので御確認ください。スクール・

バスは運行できないことを御理解いただきたいと思います。親の会の緊急メールを使ってメール配信しますが、混乱する

こともあるかと思われます。おそらく電話はつながりにくくなることが予想されます。何が起こるか予想がつきません。

保護者様のアンケートの中に、食料が１日分では少ないという御意見もありました。これを機会に学校でも大規模地震の

対応の在り方について各自治体と協力して準備していきたいと思います。 御家庭でも、大規模地震への備えを十分にし

ていただけたらと思います。 以下は集約結果です。下記のように 8 割の方から回答をいただきました。これを基によ
りよい対応をしていきたいと思います。 
 
＊自宅からの本校への通学生に実施しました。 
＊一部の質問に対しては未回答の場合もあり、全体数が292となっていない
項目もあります。 
 

1 大地震や台風などの大規模災害について

  ⑴  あなたは、近い将来大地震や台風などの大規模

災害の被害にあうと思いますか。

0%

20%

40%

60%

80%

100%

ウ 分からない 26 25 65 116

イ 思わない 2 1 4 7

ア 思う 60 33 76 169

小学部 中学部 高等部 合計

２　 家庭での大地震への備えについて
⑴　 自宅の耐震診断をしましたか。

0%

20%

40%

60%

80%

100%

ウ おこなう予定 3 3 15 21

イ していない 66 43 97 206

ア した 17 13 27 57

小学部 中学部 高等部 合計

 

⑵   自宅で大地震に襲われたとき、自宅内で安全な

場所を決めていますか。

0%

20%

40%

60%

80%

100%

ウ 決める予定 12 10 25 47

イ 決めていない 50 35 71 156

ア 決めている 26 14 48 88

小学部 中学部 高等部 合計

⑶ 大地震や台風などの大規模災害に備えて、食料や飲

料水を備蓄していますか。

0%

20%

40%

60%

80%

100%

ウ 備蓄する予定 33 14 35 82

イ 備蓄していない 18 13 56 87

ア 備蓄している 37 32 52 121

小学部 中学部 高等部 合計

 

⑷ 大規模災害で避難しなければならない場合、避

難所を知っていますか

0%

20%

40%

60%

80%

100%

イ 知らない 8 1 10 19

ア 知っている 80 58 135 273

小学部 中学部 高等部 合計

⑸ 避難所へ避難することを想定し、お子様の情報を民生

委員やボランティアに知らせてありますか。

0%

20%

40%

60%

80%

100%

ウ 知らせる必要はない 4 0 8 12

イ 知らせてない 68 41 100 209

ア 知らせてある 15 18 32 65

小学部 中学部 高等部 合計

 

 

 小学部 中学部 高等部 合計 

在 籍＊ 112 75 178 365 

 回収数 88 59 145 292 

回収率 78.6  78.7  81.5  80.0 
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巻末資料５の２ 

?  避難所へ避難した場合、お子様や御家族が安心し
て避難所生活を送れると思いますか。

0%

20%

40%

60%

80%

100%

イ 他人に迷惑を掛
けないか心配

85 55 102 242

ア 安心して送れる 2 4 37 43

小学部 中学部 高等部 合計

?  避難所について、障害のある児童生徒の家族は、一般
の避難所と別にした法がよいと思いますか。

0%

20%

40%

60%

80%

100%

ウ 分からない 14 14 50 78

イ 思わない 1 4 32 37

ア 思う 73 41 63 177

小学部 中学部 高等部 合計

 

?  三好養護学校を、障害のある児童生徒の家族の避
難場所にした場合、避難できる状況であれば、避難し

ますか。

0%

20%

40%

60%

80%

100%

イ 避難しない 12 10 52 74

ア 避難する 74 45 90 209

小学部 中学部 高等部 合計

３　学校での大地震への備えについて
?  学校では、１日分の食料と飲料水を備蓄していることを
知っていますか。

0%

20%

40%

60%

80%

100%

イ 知らない 40 13 78 131

ア 知っている 48 46 67 161

小学部 中学部 高等部 合計

 

 ?  在校中に東海地震の注意情報が流れた場合、お
子様を引き渡すことを知っていますか。

0%

20%

40%

60%

80%

100%

イ 知らない 11 5 16 32

ア 知っている 77 54 129 260

小学部 中学部 高等部 合計

 

主な意見(自由記述) 
【子どもたちの安全】 
●子どもたちの安全確保 
●災害時に子どもが学校にいる場合、家が遠いので迎えに行けるのか心配です。保護者が行くまで学校で預かってほしい。 
●家もなくなり、学校へも行けなくなった場合、学校側はどこまで生徒たちに配慮してくれますか？ 
●先生方にも家族がいらっしゃると思いますが、迎えに行くまで子どもたちをよろしくお願いします。 
●不意の地震で道路状態が悪い場合、お迎えもままならないような場合はどうなるのでしょう。 
●もし親が死んだ場合、子どもを迎えに行けません。その場合どうなるんですか。 
●東海地震の注意報が出た場合、子どもを迎えに行くことは知っていたが、道路や交通機関の状況ですぐにいけないこと
が予想される。そのとき子どもはどうなるのか、学校の対処を教えてほしい。 
●台風の場合、冠水した道路を走る自信がありません。焦らせず道路が落ち着いてから迎えに行かせてほしいと思います。 
●自力通学なので、一人で登下校中に地震が来たらと考えると、不安になります。予測のつかない災害を怖がっていては
何もできませんが、細かな対応をお願いします。 
●４月にいただいた災害への心構え（？）臨時のお迎えなどきちんと守りたいです。情報をしっかり伝えてください。 
【避難所関係】 
●慣れた環境の学校を避難所にしていただけたらと思います 
●家にいるときに災害が起こり近くの避難所に避難した場合、不安やイライラがつのると思うので、先生たちがそこの場
所へきて、対応や相手をしてほしい。相談などおやのたすけをしてほしい。 
●息子はただでさえ、人がだめなので不安でたまらない。是非とも三好養護学校を障害者の避難所にしてほしい。 
●生徒の居住地に一般の人と異なる場所をもうけてもらうように要請してほしい。 
●地域にも、障害のある家族の避難場所があった方がよい。 
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病気の子どもや体の弱い子どもへ

☆免疫力が低い児童生徒がいます
かぜで病状が悪化することもあります。かかわる自分が

感染源にならないよう、手洗いや消毒、うがいなどをし
っかりして下さい。

活動場所も掃除、除草などを行いアレルゲンをできる限
り除去してください。

☆疲れすぎないよう気をつけることが大事です。
健康維持としては、行動の様子や顔色、体重、呼吸など

よく観察し、適度な活動を考慮してください。

☆病気を知られたくない方もいます。
病気や治療の情報を得た場合は、プライバシー保護に

考慮しましょう。

耳の不自由な子どもへ
☆話そうとする気持ちがあれば

コミュニケーションは成立します。
子どもによって聞こえ方はさまざまですが、みんなおしゃべりが

大好きです。手話がわからなくても、どんどんお話してください。

☆「対面で」お話をしてください。
相手の唇を読む読話(どくわ)や手話・指文字による表現

をすることが多いので、配慮をお願いします。多くの子ど
もは読話(どくわ)しますので、ゆっくりと口をはっきり開
いて話をすることも効果的です。

☆子供の目線に合わせることが大切です。
筆談、ジェスチャー、補聴器を活用して口話(こうわ)

を駆使します。また、読話や手話でのお話も、目線を合わ
せることは大切なポイントです。

肢体の不自由な子どもへ
☆いろいろな障害のタイプや援助場面があります。

本人の承諾と確認をとり、家族等から介助方法につい
て聞いて、実際にやってみながら無理せず慣れていくこ
とが大切です。
☆まずは、お話、車いすの押し方から。

障害が重い子どもでも、しっかり雰囲気を感じていま
す。たくさん声をかけてください。また、周りの支援者
に車いすの押し方を習い、実際に押させてもらうことか
ら始めるとよいと思います。

☆あなたの趣味 や特技 を活かして、一緒に活

動し、一緒 に楽しんで下 さい。
「うた」を歌うこと、聴くこと、お出かけすること、

スポーツをすること、パソコン、車いすダンス、映画鑑

賞、お話をすること。みんな好きです。一緒に楽しめる

活動を見つけてください。

発達障害を示す子どもへ

(LD、ADHD、高機能自閉症等 )

☆注意を向けさせてから具体的に短く話します。
「行動や予定の見通しを持たせる」ことが大事です。外

出や一緒に行動する時、予定のメモや写真があると安心で
す。

☆あたまごなしに「だめ !」と言われると驚いてしまいます。
禁止語に反対する子どももいます。しかし、「絶対やってはいけないこ

と」はきっちり教えてください。

☆「良いところは褒める」ことが大切。
話したがり、目立ちたがり、場の雰囲気を読めない時があるのでそのと

きは優しく「○○をしましょうよ。」と教えてください。

☆かわいくても大人として節度を持った対応を !

お金の貸し借りはせず、携帯の番号やアドレスは教えないでください。

目の不自由な子どもへ

☆わかりやすい言葉での伝え方を工夫しましょう。
「ここ」「そこ」などの指示語はできるだけ使わず、名前を呼んでか

ら具体的にわかりやすく伝えましょう。

☆さわってわかることが多いので、一緒に体験しましょう。
やってみたい、さわりたいようだったら、危険のない限りさわらせて

あげてください。いろんなことを一緒に、時間をかけてゆっくり体験す
ることが大切です。

☆まずは見守って。・・・よくわかっている場所は一人で歩けます。
どうしても困っているようなら、声をかけてください。いきなり手や

肩をつかんで引っぱることはやめてください。

☆弱視の子どもの見え方は、一人一人違います。
視力だけでなく、見えやすい視野や、まぶしさ、距離感など一人一人

違います。また、全体と部分などや細かい動きも見えにくいことが多い
ので、子どもに聞いて確かめることが大切です。

巻末資料６

知的な遅れのある子どもへ

☆あらかじめ何を手伝うのか保護者や先生、職員か
ら聞いてください。

初めてあって話しをしてみただけでは「何を手伝えばいい
の?」と思えてしまう人もいます。その人の「手伝って欲しいこ
と」に応じた援助が大切です。

☆言葉を話したり理解したりすることが困難な人もいます。
表情や身振り・手振りをつけて、ゆっくりと語りかけてください。

時には「絵カード」や書いた文字などを見せることも有効です。

☆気分転換を図れる方法を教えてもらっておきましょう。
その人の「マイブーム」の話題や、お気に入りのアイテムを聞

いておくと、活動への参加の支援がしやすくなります。

☆人によっては顔の表情の変化が少ない人もいます。
楽しそうな顔をしなくても気にしないで、じっくり付き添ってみてください。

☆どうしたら良いか自分で判断できないときは、すぐに
近くのスタッフに助けを求めてください。

発行 全国特殊学校長会
独立行政法人 福祉医療機構助成事業
子育て支援基金助成事業 ( 一般分 )
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巻末資料７ 

 




